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11月２日(火)、すさぎ保育園りんご狩り（亀久  宮崎りんご園）11月２日(火)、すさぎ保育園りんご狩り（亀久  宮崎りんご園）

●  主な内容  ●●  主な内容  ●

1212 11月月 日日

市民憲章　わたしたちは　きまりを守り　なごやかな家庭をつくり　大田原を住みよいまちにしましょう市民憲章　わたしたちは　きまりを守り　なごやかな家庭をつくり　大田原を住みよいまちにしましょう

★ 交通死亡事故多発非常事態宣言★ 交通死亡事故多発非常事態宣言

後通常業務（平日：月～金曜日）　午前８時30分～午後５時15分

期　間：10月18日（月）～12月31日（金）
一　高齢者を、交通事故から守るための運動を推進します。
二　歩行者・自転車は反射材等を身につけ、夕暮れ時と夜
　　間の交通事故防止に努めます。
三　全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正し
　　い着用を徹底します。
四　飲酒運転を根絶します。
五　高齢者に優しい３Ｓ（スリーエス）運動を実行します。

総務課交通対策係 　　　（２３）８８３２

期　間：10月18日（月）～12月31日（金）
一　高齢者を、交通事故から守るための運動を推進します。
二　歩行者・自転車は反射材等を身につけ、夕暮れ時と夜
　　間の交通事故防止に努めます。
三　全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正し
　　い着用を徹底します。
四　飲酒運転を根絶します。
五　高齢者に優しい３Ｓ（スリーエス）運動を実行します。

総務課交通対策係 　　　（２３）８８３２
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事
業
仕
分
け
を
実
施
し
ま
し
た

事
業
仕
分
け
を
実
施
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
を
推

進
す
る
た
め
、
ま
た
、
市
が
実
施
し
て
い

る
先
駆
的
な
事
業
を
市
民
の
皆
様
に
説
明

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
大
田
原
市
版

事
業
仕
分
け
を
10
月
30
日（
土
）
、
南
別

館
２
階
会
議
室
と
東
別
館
２
階
会
議
室
で

実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
事
業
仕
分
け
実
施
委
員
10
人

（
識
見
を
有
す
る
者
６
人
、
公
募
市
民
４

人
）が
２
班
に
分
か
れ
て
、
21
事
業
に
つ

い
て
仕
分
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
16
事
業
が
「
市
が
改
善
し

て
事
業
を
行
う
べ
き
」
、
３
事
業
が
「
不

要（
廃
止
）」
、
２
事
業
が
「
市
が
現
行

ど
お
り
事
業
を
行
う
べ
き
」
と
評
価
さ
れ

ま
し
た
。
市
外
も
含
め
約
２
０
０
名
の
傍

聴
者
が
あ
り
、
事
業
仕
分
け
に
対
す
る
関

心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
事
業
仕
分
け
の
結
果
は
、
市
の

最
終
判
断
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
は
、
こ

の
結
果
を
参
考
に
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
今

後
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
平
成
23
年
度
以

降
の
予
算
編
成
に
反
映
す
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

市
の
方
針
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
広
報

お
お
た
わ
ら
お
よ
び
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
市
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

政
策
推
進
課
政
策
推
進
担
当

　
　
　
（
２
３
）１
３
0
９

　
　
　

 http://w
w
w
.city.ohtaw

ara.

　
　
　

 tochigi.jp

質問する仕分け実施委員（第２会場）説明を聴く仕分け実施委員（第１会場）

【 事業仕分け結果一覧（その１）】

仕分け結果

　不要　

１

０

０

１

４

０

０

０

０

０

１

０

事業
番号
　

１－１

１－２

１－３

１－４

１－５

１－６

１－７

１－８

１－９

１－10

２－１

２－２

　事業内容　

王将戦および関連事業（前夜祭、
大盤解説など）を開催
市営バスの運行
（15 路線）　
安全・安心で快適な道路環境を提
供（改良工事、舗装工事など）
若杉山荘（都市と農村の交流施設）
の維持管理
“ 思い出の丘 ” を目指した、市民
が憩える広がりのある施設の整備
市民に安全で快適な憩いの場を提
供
担任・教科担任とチームを組んで、
より実践的な授業を実施
小学校において学級担任と協力し
て英語（外国語）活動を実施
担任・教科担任と非常勤講師が協
力しチームを組んで授業を実施
担任と非常勤講師が協力しチーム
を組んで学習・生活指導を実施
お笑い講座、お笑い健康ライブ、
お笑いライブスぺシャルの実施
中学生を米国ウエストコビナ市、高
校生を英国スコットランドに派遣

　民間　

１

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

市
（要改善）

３

５

５

３

１

５

３

２

２

３

４

５

市
（現行どおり）

０

０

０

０

０

０

２

３

３

２

０

０

事　業　名
[ 所管課 ]
　

王将戦開催事業
　[ 政策推進課 ]
市営バス運行事業
　[ 総務課 ]
市道整備事業
　[ 道路建設課 ]
若杉山荘管理運営事業
　[ 農林整備課 ]
記念樹の森整備事業
　[ 農林整備課 ]
公園維持管理事業
　[ 都市計画課 ]
英語指導助手（ＡＬＴ）設置事業
　[ 学校教育課 ]
英語活動指導員配置事業
　[ 学校教育課 ]
少人数指導非常勤講師配置事業（算数・数学）
　[ 学校教育課 ]
配慮児童生徒支援非常勤講師配置事業
　[ 学校教育課 ]
お笑い健康づくり事業
　[ 企画政策課 ]
青少年交流事業（海外派遣事業）
　[ 生涯学習課 ]
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２
０
０
２
年
に
「
第
18
回
『
平
和
の

日
』
那
須
の
集
い
」
が
本
市
で
開
催
さ
れ

て
以
来
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
大
田
原
市

文
学
サ
ロ
ン
。
今
年
は
、
作
家
の
落
合
恵

子（
お
ち
あ
い
け
い
こ
）氏
、
植
松
三
十

里（
う
え
ま
つ
み
ど
り
）氏
、
作
家
で
あ

り
、
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
常
務
理
事
で
も
あ

る
高
橋
千
劔
破（
た
か
は
し
ち
は
や
）氏

を
迎
え
、
10
月
23
日（
土
）
、
総
合
文
化

会
館
ホ
ー
ル
で
「
時
を
楽
し
み　

時
を
駆

け
る
〜
現
代
か
ら
幕
末
へ
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
さ
れ
、
市
民
な
ど
約
４
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
、
宇
都
宮
市
出
身
で
作
家
や

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
落
合

恵
子
氏
が
「
加
齢
の
醍
醐
味
」
と
題
し
、

母
親
と
過
ご
し
た
幼
少
時
代
か
ら
看
取

（
み
と
）
る
ま
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

未
婚
の
母
を
選
び
、
女
手
一
つ
で
頑
張

っ
て
き
た
母
親

は
４
年
前
に
亡

く
な
り
ま
し
た

が
、
落
合
氏
は

仕
事
を
し
な
が

ら
７
年
に
も
及

ぶ
在
宅
介
護
を

続
け
て
こ
ら
れ

た
そ
う
で
す
。

介
護
で
は
頑
張

り
す
ぎ
て
閉
塞

し
な
い
こ
と
が
大
事
。
ど
う
し
よ
う
も
な

い
と
き
は
「
も
う
駄
目
、
助
け
て
」と
自

分
の
弱
さ
を
さ
ら
け
出
せ
る
強
さ
も
必
要

だ
と
語
り
、「
お
年
寄
り
と
子
ど
も
」を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が

生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た
、
ま
た
、
お
年

寄
り
が
長
生
き
し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る

よ
う
な
社
会
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
訴
え
ま
し
た
。

　

第
２
部
で

は
、
歴
史
時

代
小
説
家
の

植
松
三
十
里

氏
と
、
こ
の

日
司
会
も
務

め
た
高
橋
千

劔
破
氏
が
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
な
ど

で
話
題
沸
騰

の
坂
本
龍
馬

と
そ
の
妻

お
龍
を
中
心

に
、
幕
末
を
駆
け
抜
け
た
人
物
た
ち
の
実

像
と
虚
像
に
つ
い
て
対
談
し
ま
し
た
。

　

時
に
笑
い
を
誘
う
な
ど
、
訪
れ
た
方
々

は
お
二
人
の
軽
妙
な
対
談
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　

政
策
推
進
課
総
合
企
画
担
当

　
　
　
（
２
３
）１
３
０
９

２
０
１
０
年
大
田
原
市
文
学
サ
ロ
ン

「
時
を
楽
し
み 

時
を
駆
け
る
〜
現
代
か
ら
幕
末
へ
」

【 事業仕分け結果一覧（その２）】

仕分け結果

　不要　

０

４

０

０

４

０

２

０

０

事業
番号
　

２－３

２－３

２－４

２－５

２－６

２－７

２－８

２－９

２－10

　事業内容　

県内唯一の日本陸連公認コースで
のマラソン大会の実施
障害を持つ方にスポーツを楽しむ
機会を提供
安全で快適な生活と経済活動を確
保するための市道の維持修繕
ひとり暮らし高齢者などに対する
居宅と医療機関などとの間の送迎
住宅を取得しようとする勤労者に
対する資金融資
子育て支援券使用による商工業振
興と子育て支援
国内外の彫刻家による公開制作や
交流イベントの開催、作品の設置
観光施設および文化教育施設であ
る那須与一伝承館の管理運営
日本ペンクラブ会員（作家など）に
よる講演会の開催

　民間　

０

０

０

０

１

０

０

０

０

市
（要改善）

５

１

３

３

０

５

３

４

５

市
（現行どおり）

０

０

２

２

０

０

０

１

０

事　業　名
[ 所管課 ]
　

大田原マラソン大会実施事業
　[ スポーツ振興課 ]
車いすマラソン大会実施事業
　[ スポーツ振興課 ]
道路維持補修事業
　[ 維持管理課 ]
高齢者等外出支援事業
　[ 高齢いきがい課 ]
勤労者住宅建設資金貸付事業
　[ 商工観光課 ]
子育て支援券事業
　[ 商工観光課 ]
那須野が原国際彫刻シンポジウム開催事業
　[ 文化振興課 ]
与一伝承館管理運営事業
　[ 文化振興課 ]
大田原市文学サロン開催事業
　[ 政策推進課 ]

※ 各事業の○で囲んだ数字が、その事業の最多得票となった仕分け結果です。

・参加者を増やす工夫をすること。
・事業内容や事業規模の縮小を検討すべきである。
・国や県へ要望すべきである。（予算、人員など）
・より一層予算の配慮をしてはどうか。

※ 仕分け結果の「市（要改善）」における仕分け実施委員の主なコメント
・更なる充実をしてほしい。
・経費の見直しをしてはどうか。
・事業の内容を精査し、一層効率的な運営を望む。
・幅広い年齢を対象とした内容にしてほしい。

落合恵子氏による講演落合恵子氏による講演

植松三十里氏（右）と高橋千劔破氏
による対談
植松三十里氏（右）と高橋千劔破氏
による対談
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●
目
　
的

　

市
教
育
委
員
会
は
、
毎
年
、
主
要
な
施

　

策
や
事
務
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

点
検
お
よ
び
評
価
を
行
い
、
課
題
や
取

　

り
組
み
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ

　

と
に
よ
り
、
効
率
的
な
教
育
行
政
の
一

　

層
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
へ

　

の
説
明
責
任
を
果
た
し
、
市
民
に
信
頼

　

さ
れ
る
教
育
行
政
を
推
進
す
る
こ
と
を

　

目
的
と
し
ま
す
。

●
点
検
・
評
価
の
方
法

・
新
大
田
原
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
の
基
本

　

政
策
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
て
い
る
主
要

　

施
策
を
対
象
と
し
て
、
点
検
・
評
価
を

　

行
い
ま
し
た
。

・
点
検
・
評
価
の
客
観
性
を
確
保
す
る
た

　

め
、
教
育
に
関
し
て
学
識
経
験
を
有
す

　

る
方
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く
評
価
委

　

員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

・
評
価
委
員
会
の
委
員
は
、
次
の
と
お
り

　

で
す
。

　
　

栗
原
哲
夫 

氏（
行
政
書
士
）

　
　

今
泉　

宏 

氏（
市
区
長
会
会
長
）

　
　

佐
藤
昌
俊 

氏（
元
中
学
校
校
長
）

●
点
検
・
評
価
の
構
成

①
主
な
施
策

　

新
大
田
原
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
の
基
本

　

政
策
や
教
育
行
政
基
本
方
針
の
重
点
施

　

策
、
重
点
項
目
に
即
し
た
施
策
・
事
業

　

ご
と
に
点
検
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

②
評
価
委
員
の
意
見

　

評
価
委
員
か
ら
い
た
だ
い
た
主
な
意
見

　

を
記
載
し
て
い
ま
す
。

③
今
後
の
事
業
の
方
向
性

　

点
検
・
評
価
を
踏
ま
え
、
今
後
の
事
業

　

の
方
向
性
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
教
育
委
員
会
は
、
教
育
行
政
に

お
け
る
重
要
事
項
や
基
本
方
針
を
決
定
し
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
教
育
長
が
具
体
の
事
務

を
執
行
し
て
い
ま
す
。

　

定
例
会
の
定
め
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
原

則
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
必
要

に
応
じ
て
随
時
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
活
動
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。

●
平
成
21
年
度
の
活
動
状
況

○
委
員
会
開
催　

16
回

・
付
議
内
容　

議
案
40
件
、
協
議
27
件
、

　

選
挙
１
件

○
学
校
訪
問

・
訪
問
日
数
３
日
、
訪
問
学
校
数
13
校

○
そ
の
他
の
活
動

・
議
案
審
議
等
に
伴
う
現
地
調
査

・
関
東
甲
信
越
静
市
町
村
教
育
委
員
会
連

　

合
会
委
員
研
修

・
栃
木
県
市
町
教
育
委
員
会
連
合
会
委
員

　

研
修

・
那
須
地
区
市
町
教
育
委
員
会
連
合
会
研

　

修
・
各
種
大
会
、
行
事
へ
の
出
席

　
　

市
民
憲
章
推
進
大
会
、
大
田
原
マ
ラ

　
　

ソ
ン
大
会
、
青
少
年
健
全
育
成
事
業
、

　
　

成
人
式
、
小
中
学
校
卒
業
式
、
小
中

　
　

学
校
将
棋
大
会　

な
ど

●
今
後
の
方
向

・
教
育
委
員
会
は
毎
月
第
２
木
曜
日
開
催

　

を
原
則
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
、

　

毎
月
第
２
木
曜
日
に
委
員
会
を
開
催
し

　

ま
す
。

・
地
域
と
一
体
と
な
り
、
大
田
原
市
教
育

　

行
政
基
本
方
針
の
具
現
化
に
向
け
取
り

　

組
ん
で
い
き
ま
す
。

・
学
校
訪
問
、
学
校
施
設
等
の
視
察
な
ど
、

　

教
育
現
場
の
現
状
把
握
に
努
め
、
教
育

　

行
政
の
改
善
、
充
実
を
図
り
、
こ
れ
ま

　

で
以
上
に
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
独
自

　

の
取
り
組
み
に
よ
り
、
よ
り
一
層
の
教

　

育
の
質
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

　

す
。

●
目
　
標

　

市
民
が
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
、

　

必
要
な
こ
と
が
ら
を
自
ら
の
意
思
で
学

　

び
、
自
己
実
現
で
き
る
よ
う
、
学
習
の

　

場
や
交
流
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

　

生
涯
学
習
推
進
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活

　

動
や
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
を
通
し

　

て
自
治
意
識
を
高
め
、
「
ひ
と
が
輝
き
、

　

ま
ち
が
輝
く
、
人
間
性
ゆ
た
か
な
」
生

　

涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
主
な
施
策

・
自
修
館
管
理
運
営
事
業

　
　

中
学
生
、
高
校
生
な
ど
が
休
日
お
よ

　
　

び
長
期
休
業
日
な
ど
に
自
主
的
に
学

　
　

習
で
き
る
場
所
を
設
置
し
、
そ
の
管

　
　

理
運
営
を
行
う
。

・
市
民
憲
章
推
進
事
業

　
　

市
民
憲
章
推
進
協
議
会
の
開
催
、
市

　
　

民
憲
章
推
進
大
会
の
開
催
、
市
民
憲

　
　

章
具
現
化
の
事
業
（
花
い
っ
ぱ
い
運

　
　

動
な
ど
の
展
開
）

・
地
区
文
化
祭
事
業

　
　

市
民
学
校
お
よ
び
自
主
学
級
受
講
生

　
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」に
よ
り
、
教
育
委
員
会
は
、

そ
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況
に
つ
い
て
点
検
・
評
価
を

行
い
、
そ
の
結
果
に
関
す
る
報
告
書
を
作
成
し
て
議
会
に
提
出
す
る
と
と
も
に

公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
22
年
度
に
報
告
対
象
と
し
た
平
成
21

年
度
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
、
点
検
・
評
価
を
行
い
、
報
告
書
を
市
議
会
へ
提

出
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
21
年
度
に
お
け
る

大
田
原
市
教
育
委
員
会
の
活
動
内
容

平
成
21
年
度
に
お
け
る

大
田
原
市
教
育
委
員
会
の
活
動
内
容

教
育
委
員
会
の
活
動
状
況

教
育
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
の

点
検
お
よ
び
評
価

教
育
に
関
す
る
事
務
の
執
行
状
況

の
点
検
お
よ
び
評
価

１　

生
涯
学
習
の
充
実
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の
作
品
、
自
治
公
民
館
自
主
グ
ル
ー

　
　

プ
の
作
品
、
社
会
教
育
団
体
お
よ
び

　
　

社
会
福
祉
団
体
の
作
品
等
を
展
示
し
、

　
　

地
域
住
民
に
広
く
紹
介
す
る
。

・
ふ
れ
あ
い
の
丘
管
理
運
営
事
業

・
図
書
館
管
理
運
営

●
評
価
委
員
の
意
見

・
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
つ
い
て
は
、
活
発

　

な
地
区
と
そ
う
で
な
い
地
区
の
差
が
あ

　

り
、
推
進
方
法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

　

る
。

・
市
民
憲
章
推
進
大
会
へ
の
参
加
者
が
少

　

な
い
の
は
、
内
容
の
マ
ン
ネ
リ
化
が
原

　

因
で
あ
り
、
事
業
の
内
容
等
の
再
考
が

　

必
要
で
あ
る
。

・
地
区
文
化
祭
事
業
は
、
各
地
区
独
自
の

　

文
化
祭
と
な
り
地
域
に
密
着
し
た
事
業

　

と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
地
域
住
民
へ
の

　

公
民
館
活
動
の
Ｐ
Ｒ
が
必
要
と
思
わ
れ

　

る
。

・
ふ
れ
あ
い
の
丘
は
、
長
引
く
経
済
状
況

　

の
悪
化
等
に
よ
り
、
一
般
宿
泊
者
は
減

　

少
傾
向
に
あ
る
の
で
、
市
内
小
中
学
校

　

の
宿
泊
学
習
に
加
え
、
学
習
宿
泊
を
実

　

施
し
て
い
る
高
校
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る

　

な
ど
営
業
活
動
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
図
書
館
は
生
涯
学
習
機
会
の
充
実
か
ら

　

も
、
建
物
・
設
備
の
整
備
を
早
急
に
実

　

施
し
て
く
だ
さ
い
。

●
今
後
の
事
業
の
方
向
性

・
自
修
館
は
学
生
に
と
っ
て
大
変
有
意
義

　

な
施
設
な
の
で
、
利
用
向
上
を
図
り
な

　

が
ら
継
続
し
て
い
く
。

・
市
民
憲
章
推
進
事
業
は
、
市
民
憲
章
を

　

推
進
す
る
上
で
非
常
に
重
要
な
の
で
、

　

事
業
内
容
に
検
討
を
加
え
充
実
を
図
り

　

推
進
し
て
い
く
。

・
地
区
文
化
祭
は
、
文
化
祭
実
行
委
員
会

　

を
設
置
し
自
治
公
民
館
長
が
中
心
と
な

　

り
、
準
備
、
運
営
等
を
行
っ
て
お
り
、

　

公
民
館
事
業
と
し
て
充
実
し
て
い
く
。

・
ふ
れ
あ
い
の
丘
は
、
天
文
館
、
体
育
館

　

の
整
備
に
よ
り
施
設
が
充
実
さ
れ
た
の

　

で
、
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
多
く
の

　

方
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
営
業
活
動
を
行

　

う
と
と
も
に
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導

　

入
し
て
お
り
、
経
費
削
減
が
求
め
ら
れ

　

て
い
る
の
で
、
新
た
な
契
約
締
結
に
あ

　

た
っ
て
は
更
な
る
経
費
削
減
に
努
め
る
。

・
市
立
図
書
館
は
、
平
成
22
年
４
月
か
ら

　

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
い
る
。

　

今
後
、
従
来
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　

に
努
め
る
。

●
目
　
標

・
幼
児
教
育
は
、
人
間
形
成
の
基
礎
を
培

　

う
教
育
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
幼
稚
園
、

　

保
育
園
お
よ
び
小
学
校
の
連
携
を
密
に

　

し
、
そ
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

・
学
校
教
育
は
、
豊
か
な
心
、
創
造
力
、

　

心
身
と
も
に
健
康
で
自
ら
学
ぶ
意
欲
と

　

社
会
変
化
に
対
応
で
き
る
た
く
ま
し
い

　
「
生
き
る
力
」と
国
際
的
感
覚
を
身
に
付

　

け
た
児
童
生
徒
を
育
成
す
る
た
め
、
学

　

校
施
設
の
整
備
充
実
に
努
め
る
と
と
も

　

に
、
少
子
化
に
対
応
し
た
学
校
統
合
と

　

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
特
色
あ
る
教
育

　

を
推
進
し
ま
す
。

●
主
な
施
策

・
配
慮
児
童
生
徒
支
援
非
常
勤
講
師
配
置

　

事
業（
雇
用
創
出
総
合
対
策
事
業
）

・
英
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
設
置
お
よ

　

び
英
語
活
動
指
導
員
配
置
事
業

　
　

英
国
・
米
国
か
ら
の
招
致
に
よ
る
Ａ

　
　

Ｌ
Ｔ
お
よ
び
民
間
委
託
に
よ
る
Ａ
Ｌ

　
　

Ｔ
を
市
内
小
中
学
校
へ
派
遣
し
、
中

　
　

学
校
に
お
い
て
は
英
語
担
当
教
員
、

　
　

小
学
校
に
お
い
て
は
学
級
担
任
お
よ

　
　

び
英
語
活
動
指
導
員
と
チ
ー
ム
を
組

　
　

ん
で
英
会
話
学
習
を
行
う
。

・
奨
学
金
貸
与
事
業

・
学
校
施
設
耐
震
診
断
事
業

・
学
校
給
食
調
理
業
務
民
間
委
託

・
黒
羽
統
合
中
学
校
建
設
事
業

●
評
価
委
員
の
意
見

・
配
慮
児
童
生
徒
支
援
非
常
勤
講
師
配
置

　

事
業
は
要
配
慮
の
子
ど
も
た
ち
に
対
す

　

る
事
業
で
あ
り
、
関
係
非
常
勤
講
師
の

　

勤
務
等
に
配
慮
し
つ
つ
、
今
後
さ
ら
に

　

対
象
保
護
者
へ
の
啓
発
・
協
力
が
必
要

　

と
思
わ
れ
る
。

・
英
語
指
導
助
手
設
置
お
よ
び
英
語
活
動

　

指
導
員
配
置
事
業
は
、
全
国
に
先
駆
け

　

て
の
小
学
校
英
語
教
育
事
業
で
あ
り
高

　

く
評
価
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
と
も

　

継
続
し
て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

・
奨
学
金
の
貸
与
限
度
額
引
き
上
げ
が
行

　

わ
れ
、
事
業
の
充
実
が
図
ら
れ
た
こ
と

　

は
評
価
で
き
る
。
償
還
金
の
未
納
額
の

　

徴
収
に
つ
い
て
引
き
続
き
努
力
し
て
く

　

だ
さ
い
。

・
学
校
施
設
耐
震
診
断
事
業
は
安
全
確
認

　

の
た
め
に
も
、
大
田
原
小
、
紫
塚
小
の

　

木
造
校
舎
に
つ
い
て
は
財
政
当
局
と
十

　

分
協
議
の
う
え
早
急
に
改
築
計
画
を
立

　

て
て
く
だ
さ
い
。

・
給
食
調
理
員
定
数
管
理
の
適
正
化
、
経

　

費
削
減
を
図
る
上
か
ら
も
今
後
、
給
食

　

調
理
業
務
の
民
間
委
託
を
計
画
的
に
実

　

施
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

・
黒
羽
統
合
中
学
校
の
生
徒
の
登
下
校
に

　

は
、
路
線
バ
ス
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用

　

が
原
則
で
あ
る
が
、
休
日
に
利
用
で
き

　

な
い
生
徒
の
登
下
校
が
課
題
で
あ
る
。

●
今
後
の
事
業
の
方
向
性

・
発
達
障
害
等
配
慮
を
要
す
る
児
童
生
徒

　

の
在
籍
す
る
学
級
で
は
、
担
任
一
人
だ

　

け
で
は
授
業
や
特
別
活
動
な
ど
学
校
経

　

営
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
多
い
。
し

　

か
し
、
非
常
勤
講
師
を
配
置
す
る
こ
と

　

に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
落
ち
着
い
た

　

学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
、
学
力

　

向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
継
続

　

し
て
い
く
。

・
子
ど
も
た
ち
が
小
中
学
校
９
年
間
で
英

　

語
に
よ
る
実
践
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

　

ョ
ン
能
力
を
身
に
付
け
、
「
英
語
を
話

　

せ
る
子
ど
も
」
の
育
成
を
進
め
て
い
く
。

２　

学
校
教
育
の
充
実

花いっぱいコンクールの審査
（平成 22 年度 )
花いっぱいコンクールの審査
（平成 22 年度 )
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・
奨
学
金
の
需
要
増
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

　

貸
与
資
金
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、

　

償
還
金
の
徴
収
を
徹
底
す
る
。

・
耐
震
診
断
、
耐
震
補
強
工
事
は
年
次
計

　

画
を
立
て
、
学
校
施
設
の
地
震
に
対
す

　

る
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
計
画
的
に

　

実
施
し
て
い
く
。

・
学
校
給
食
調
理
業
務
の
民
間
委
託
は
、

　

給
食
調
理
員
の
定
数
に
合
わ
せ
て
、
計

　

画
的
に
実
施
し
て
い
く
。

・
統
合
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
中
学
校
校
舎
等

　

の
有
効
利
用
に
つ
い
て
十
分
検
討
を
す

　

る
。

●
目
　
標

　

心
身
と
も
に
健
康
で
た
く
ま
し
く
、
社

　

会
的
に
自
立
し
た
青
少
年
を
育
成
す
る

　

た
め
、
親
子
の
絆
づ
く
り
や
青
少
年
の

　

社
会
参
加
を
促
す
と
と
も
に
、
総
合
的

　

な
相
談
お
よ
び
指
導
体
制
の
充
実
を
図

　

り
ま
す
。

　

ま
た
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
地
域
全

　

と
と
も
に
、
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化

　

活
動
、
地
域
住
民
と
の
交
流
な
ど
を
通

　

し
て
、
心
豊
か
で
健
や
か
に
育
ま
れ
る

　

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

●
目
　
標

　

市
民
の
自
主
的
な
文
化
芸
術
活
動
を
支

　

援
し
、
芸
術
鑑
賞
の
機
会
提
供
や
本
市

　

を
特
色
づ
け
る
文
化
芸
術
事
業
の
充
実

　

を
図
る
と
と
も
に
、
活
動
の
拠
点
施
設

　

な
ど
の
整
備
充
実
に
努
め
、
心
の
豊
か

　

さ
や
生
活
の
潤
い
が
実
感
で
き
る
ま
ち

　

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
を
誇
り
に
思
う
心
を

　

育
む
た
め
、
地
域
文
化
遺
産
を
後
世
に

　

の
こ
し
、
伝
統
工
芸
技
術
な
ど
を
継
承

　

し
ま
す
。

●
主
な
施
策

・
移
動
音
楽
鑑
賞
教
室
実
施
事
業

・
歴
史
民
俗
資
料
館
運
営

●
評
価
委
員
の
意
見

・
移
動
音
楽
鑑
賞
教
室
実
施
事
業
は
、
優

　

れ
た
芸
術
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
児

　

童
生
徒
の
健
全
育
成
が
図
ら
れ
る
の
で

　

継
続
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

・
歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
民
俗
資
料
の
収

　

集
・
保
管
・
展
示
す
る
場
と
し
て
の
施

　

設
で
あ
る
の
で
、
市
広
報
紙
を
利
用
し

　

て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
来
館
者
の
増
加
を
図
っ

　

て
く
だ
さ
い
。
地
域
の
人
々
の
郷
土
文

　

化
に
対
す
る
理
解
を
助
け
、
地
域
文
化

　

の
振
興
に
寄
与
す
る
た
め
に
も
継
続
し

　

て
行
く
必
要
が
あ
る
。

●
今
後
の
事
業
の
方
向
性

・
小
中
学
生
に
優
れ
た
芸
術
を
鑑
賞
さ
せ

　

る
こ
と
は
、
心
の
教
育
に
も
つ
な
が
る
。

　

公
演
回
数
に
制
限
は
あ
る
が
、
よ
り
多

　

く
の
児
童
生
徒
に
鑑
賞
し
て
も
ら
え
る

　

よ
う
工
夫
を
し
て
継
続
し
て
い
く
。

・
歴
史
的
価
値
を
持
つ
文
化
財
、
歴
史
民

　

俗
資
料
館
、
民
具
等
展
示
室
が
あ
る
の

　

で
、
市
民
に
周
知
し
、
関
心
を
高
め
て

　

も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

・
文
化
財
の
保
護
は
非
常
に
重
要
な
の
で

　

充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　

体
で
支
え
る
た
め
、
家
庭
、
学
校
、
地

　

域
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

●
主
な
施
策

・
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
青
少
年
健
全
育
成

　

事
業

　
　

各
地
区
公
民
館
で
の
教
育
講
演
会
の

　
　

開
催
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
か
か

　
　

わ
る
研
修
会
の
開
催
を
す
る
。

・
放
課
後
子
ど
も
教
室

●
評
価
委
員
の
意
見

・
心
身
と
も
に
健
全
で
た
く
ま
し
い
青
少

　

年
を
育
成
す
る
事
業
で
あ
り
、
家
庭
、

　

学
校
、
地
域
の
三
者
が
連
携
し
活
動
す

　

る
こ
と
は
今
後
と
も
必
要
で
あ
る
。

・
青
少
年
健
全
育
成
の
指
導
体
制
の
充
実

　

や
地
域
で
の
活
動
を
支
援
す
る
体
制
を

　

整
え
る
必
要
が
あ
る
。

・
子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
の
安
心
安
全
確

　

保
の
た
め
に
も
、
地
域
と
の
協
議
を
十

　

分
図
り
、
今
後
と
も
、
放
課
後
子
ど
も

　

教
室
の
新
た
な
開
設
に
努
め
て
く
だ
さ

　

い
。

●
今
後
の
事
業
の
方
向
性

・
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
が
連
携
し
、

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
る
。
そ
れ

　

ぞ
れ
の
地
域
で
は
、
地
区
公
民
館
が
中

　

心
と
な
り
、
地
域
住
民
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ

　

Ａ
、
子
供
会
育
成
会
等
を
対
象
と
し
た

　

教
育
講
演
会
、
研
修
会
を
行
い
、
青
少

　

年
健
全
育
成
に
努
力
し
て
い
る
。
事
業

　

内
容
を
検
討
・
修
正
し
充
実
さ
せ
て
継

　

続
し
て
い
く
。

・
放
課
後
や
長
期
の
休
み
に
小
学
校
の
余

　

裕
教
室
等
を
利
用
し
、
子
ど
も
た
ち
が

　

安
心
し
て
活
動
で
き
る
場
を
確
保
す
る

４　

文
化
・
芸
術
の
振
興

３　

青
少
年
の
健
全
育
成

佐久山中学校を会場に、佐久山中学校
と福原小学校との合同で開催された移
動音楽鑑賞教室

英語指導助手による授業英語指導助手による授業

青少年の健全育成をテーマとし
た作文発表などが行われた青少
年健全育成市民大会

青少年の健全育成をテーマとし
た作文発表などが行われた青少
年健全育成市民大会
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●
目
　
標

　

市
民
の
生
涯
に
わ
た
る
健
康
と
体
力
向

　

上
を
図
る
た
め
、
「
市
民
一
人
１
ス
ポ

　

ー
ツ
」
を
目
標
に
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ

　

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
充
実
、
ス
ポ
ー
ツ

　

施
設
の
整
備
拡
充
に
努
め
る
と
と
も
に
、

　

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
指
導
体

　

制
の
強
化
、
総
合
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

　

ブ
の
育
成
等
を
図
る
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
環

　

境
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

●
主
な
施
策

・
大
田
原
マ
ラ
ソ
ン
大
会
及
び
大
田
原
車

　

い
す
マ
ラ
ソ
ン
大
会

・
美
原
公
園
管
理
事
業

・
学
校
開
放
施
設
整
備
事
業

　
　

学
校
教
育
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
体

　
　

育
館
、柔
剣
道
場
、校
庭（
夜
間
照
明
）

　
　

等
を
一
般
市
民
等
に
開
放
す
る
。

・
屋
内
温
水
プ
ー
ル
管
理

・
芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン
大
会

●
評
価
委
員
の
意
見

・
大
田
原
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
参
加
者
は
増

　

加
傾
向
に
あ
り
評
価
で
き
る
が
、
長
引

　

く
経
済
不
況
に
よ
る
協
賛
金
の
減
が
予

　

想
さ
れ
る
の
で
大
会
費
等
の
検
討
が
必

　

要
と
思
わ
れ
る
。
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
大

　

会
に
つ
い
て
は
一
層
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て

　

く
だ
さ
い
。

・
美
原
公
園
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い

　

て
は
、
老
朽
化
等
に
よ
り
改
修
・
修
理
・

　

修
繕
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
は
早
急
に

　

対
応
す
る
よ
う
努
め
て
く
だ
さ
い
。

・
学
校
開
放
校
の
屋
外
ト
イ
レ
の
水
洗
化

　

を
引
き
続
き
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
温
水
プ
ー
ル
の
利
用
者
は
増
加
し
て
い

　

る
が
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

　

の
で
、
引
き
続
き
年
次
計
画
を
立
て
改

　

修
す
べ
き
で
あ
る
。

・
芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、

　

市
内
外
の
小
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
の

　

幅
広
い
マ
ラ
ソ
ン
愛
好
者
が
参
加
す
る

　

大
会
で
、
毎
年
参
加
者
も
増
え
て
お
り

　

評
価
で
き
る
。

●
今
後
の
事
業
の
方
向
性

・
大
田
原
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
参
加
者
か

　

ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
の
で
、
コ
ー

　

ス
変
更
に
併
せ
運
営
方
法
も
検
討
す
る

　

こ
と
と
し
、
今
後
も
陸
上
競
技
協
会
、

　

警
察
署
等
関
係
団
体
と
協
議
を
行
い
な

　

が
ら
継
続
し
て
開
催
す
る
。

・
大
田
原
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
つ
い

　

て
は
、
健
常
者
と
身
障
者
と
の
交
流
や

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
等
を
図
り
な
が

　

ら
開
催
す
る
。

・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
人
工
芝
の
張
替
、
陸

　

上
競
技
場
に
つ
い
て
は
不
足
し
て
い
る

　

備
品
を
そ
ろ
え
る
な
ど
、
今
後
も
施
設

　

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
各
種

　

大
会
、
県
大
会
等
の
誘
致
を
図
り
、
利

　

用
促
進
に
努
め
る
。

・
芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、

　

小
学
１
年
生
か
ら
社
会
人
ま
で
幅
広
い

　

年
齢
層
の
方
々
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力

　

に
合
っ
た
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し
ん
で
い
た

　

だ
く
た
め
に
開
催
し
て
お
り
、
市
民
に

　

密
着
し
た
大
会
と
し
て
今
後
も
実
施
す

　

る
。

●
目
　
標　

　

国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
“

も
の
の

　

見
方
・
考
え
方
”
を
培
い
、
チ
ャ
レ
ン

　

ジ
精
神
を
養
う
た
め
、
国
際
姉
妹
都
市

　

等
と
の
友
好
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
と
在
住
外
国
人
と
の
相
互

　

理
解
を
図
り
、
共
に
安
心
し
て
居
住
で

　

き
る
環
境
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　

国
内
の
友
好
都
市
と
は
、
教
育
・
文
化
・

　

産
業
等
の
交
流
事
業
や
災
害
時
の
相
互

　

支
援
協
定
等
を
契
機
と
し
た
交
流
を
通

　

し
て
友
好
を
深
め
ま
す
。

●
主
な
施
策

・
青
少
年
交
流
事
業

●
評
価
委
員
の
意
見

・
高
校
生
交
流
事
業
で
の
応
募
者
数
が
少

　

な
い
男
子
高
校
生
の
応
募
者
促
進
と
ホ

　

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
確
保
の
た
め
国
際
交

　

流
会
へ
の
協
力
要
請
等
に
努
め
て
く
だ

　

さ
い
。
な
お
、
今
後
、
事
業
内
容
の
精

　

査
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

●
今
後
の
事
業
の
方
向
性

・
小
学
生
の
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、
友

　

好
親
善
都
市
で
あ
る
岡
山
県
井
原
市
と

　

の
連
携
を
図
り
、
引
き
続
き
継
続
し
て

　

い
く
。

・
中
学
生
の
海
外
体
験
事
業
に
つ
い
て
は
、

　

国
際
姉
妹
都
市
の
米
国
ウ
エ
ス
ト
コ
ビ

　

ナ
市
と
の
一
層
の
交
流
を
深
め
ら
れ
る

　

よ
う
、
引
き
続
き
継
続
し
て
い
く
。

・
中
学
生
の
北
海
道
で
の
交
流
事
業
は
、

　

平
成
22
年
度
で
終
了
予
定
で
あ
る
。

・
高
校
生
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き

　

続
き
国
際
交
流
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

　

男
女
の
人
数
枠
を
検
討
し
て
、
引
き
続

　

き
実
施
し
て
い
く
。

　

市
教
育
委
員
会
は
平
成
21
年
度
事
業
の

活
動
内
容
に
対
す
る
点
検
・
評
価
の
結
果

を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
10
月
30
日
に
実

施
さ
れ
た
「
事
業
仕
分
け
」
の
結
果
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
今
後
の
事
業
に
反
映
し

て
ま
い
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
総
務
課
総
務
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
１

６　

国
際
交
流
・
国
内
交
流
の
推
進

５　

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

の
振
興

幅広い年齢層の方々が参加する
芭蕉の里くろばねマラソン大会
幅広い年齢層の方々が参加する
芭蕉の里くろばねマラソン大会

歓迎会で日本語によるあいさつを
する英国セントアンドリュースの
高校生

歓迎会で日本語によるあいさつを
する英国セントアンドリュースの
高校生
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11
月
３
日
付
で
秋
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ
、

本
市
で
は
次
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

●
叙
　
勲

○
瑞
宝
単
光
章

　

今
井　

厚
子　

北
金
丸　
　

 

調
停
委
員

　
　

札
幌
地
裁
調
停
委
員
、
宇
都
宮
家
裁

　
　

大
田
原
支
部
調
停
委
員
を
務
め
ら
れ

　
　

ま
し
た
。

　

津
久
井
眞
一　

末
広
２　
　

 

郵
政
業
務

　
　

１
９
７
０
年
に
大
田
原
郵
便
局
入
局
、

　
　

２
０
０
４
年
西
那
須
野
郵
便
局
で
退

　
　

職
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　

秘
書
課
秘
書
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
０

　

11
月
５
日
、
平
成
22
年
度
市
自
治
功
労

者
表
彰
式
を
行
い
、
各
分
野
で
功
労
の
あ

っ
た
28
名
の
方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

○
市
の
教
育
、
産
業
、
衛
生
、
土
木
、
防
災
、

　

納
税
、
慈
善
事
業
そ
の
他
社
会
公
共
の

　

た
め
に
尽
く
し
た
功
労
が
顕
著
な
方

　

吉
川　

惠
造　

山
の
手
１　

 

行
政
相
談

　

小
山
田
行
雄　

大
豆
田　
　
　
　

 

市
政

　

遠
山　

喜
平　

佐
久
山　
　

 

交
通
安
全

　

伊
藤　

三
郎　

南
金
丸　
　

 

交
通
安
全

　

田
中　

英
雄　

黒
羽
田
町　
　

 　

納
税

　

木
村　

隆
秀　

南
金
丸　
　

 　
　

国
保

　

佐
々
木　

清　

下
石
上　
　

 

都
市
計
画

　

車
田　

孝
夫　

黒
羽
向
町　

 

学
校
保
健

　

鈴
木　

新
一　

黒
羽
田
町　

 

学
校
保
健

　

角
田　

輝
美　

親
園　
　
　

 

学
校
教
育

　

小
林　

恵
子　

鹿
畑　
　
　

 

学
校
教
育

　

福
田
チ
ヨ
ノ　

湯
津
上　
　

 

社
会
教
育

　

金
子　
　

修　

富
士
見
２　
　
　

 

消
防

　

後
藤　

新
一　

城
山
１　
　
　
　

 

消
防

　

鈴
木　

康
晶　

山
の
手
２　
　
　

 

消
防

　

前
田　
　

宏　

佐
久
山　
　
　
　

 

消
防

　

鈴
木　

竹
男　

佐
久
山　
　
　
　

 

消
防

○
満
４
年
以
上
市
長
又
は
副
市
長
の
職
に

　

あ
り
退
職
（
継
続
し
て
就
任
す
る
場
合

　

を
除
く
）し
た
方

　

千
保　

一
夫　

若
草
２　
　
　
　

 

市
長

　

蓮
實　
　

浩　

黒
羽
向
町　
　

 

副
市
長

　

藤
田　

宏
和　

上
石
上　
　
　

 

副
市
長

○
満
８
年
以
上
教
育
委
員
の
職
に
あ
り
退

　

職
（
継
続
し
て
就
任
す
る
場
合
を
除
く
）

　

し
た
方

　

小
沼　
　
　
　

親
園　
　
　
　

 

教
育
長

○
市
に
対
し
、
金
額
又
は
価
格
１
０
０
万

　

円
以
上
の
寄
附
を
し
た
方
。た
だ
し
、

　

受
益
者
の
当
該
受
益
に
関
す
る
寄
附
を

　

除
く
。

　

竹
内
ノ
ブ
子　

愛
知
県　
　
　
　

 
寄
附

　

菅
谷　

貞
男　

埼
玉
県　
　
　
　

 

寄
附

　

印
南　

溪
峻　

東
京
都　
　
　
　

 

寄
附

　

臼
井　

亮
平　

下
石
上　
　
　
　

 

寄
附

　

関
谷　

光
生　

東
京
都　
　
　
　

 

寄
附

　

酒
井　

正
男　

住
吉
町
１　
　
　

 

寄
附

　

萩
原　
　

豁　

福
原　
　
　
　
　

 

寄
附

■
問
い
合
わ
せ

　

秘
書
課
秘
書
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
０

　

10
月
27
日（
水
）、
今
回
で
11
回
目
と
な

る
地
域
審
議
会
が
湯
津
上
地
区
と
黒
羽
地

区
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

湯
津
上
地
区
で
は
、
湯
津
上
庁
舎
を
会

場
に
15
名
の
地
域
審
議
会
委
員
の
う
ち
14

名
が
出
席
、
黒
羽
地
区
で
は
、
黒
羽
庁
舎
を

会
場
に
15
名
の
委
員
の
う
ち
13
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

市
か
ら
は
、
津
久
井
市
長
を
は
じ
め
、
各

部
長
な
ど
が
出
席
し
、
市
町
村
合
併
後
の

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
課
題
や
懸
案
事
項
な

ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

●
審
議
内
容

　

新
市
建
設
計
画
に
お
け
る
主
要
事
業
の

　

執
行
状
況
に
つ
い
て

　
（
湯
津
上
地
区
・
黒
羽
地
区
と
も
同
じ
）

●
審
議
案
件　

【
湯
津
上
地
区
地
域
審
議
会
】　

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ク
セ
ス
網
整
備
事
業

　
（
実
施
予
定　

平
成
21
〜
22
年
度
）

◇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

　
（
実
施　

平
成
21
〜
22
年
度
）

◇
市
道
宇
田
川
佐
良

　

土
線（
片
府
田
大

　

田
原
線
）
道
路

　

改
良
事
業

　
（
実
施
予
定

　

平
成
20
〜
27
年
度
）

◇
市
道
湯
津
上
中
学

　

校
浄
法
寺
線（
西

　

町
中
学
校
線
）道

　

路
改
良
事
業

　
（
実
施
予
定　

平
成
22
年
度
〜
）

◇
基
盤
整
備
促
進
事
業

　
（
実
施　

平
成
22
年
度
）

【
黒
羽
地
区
地
域
審
議
会
】

◇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

　
（
実
施
予
定　

平
成
22
年
度
）

◇
高
齢
者
ほ
ほ
え
み
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

　
（
黒
羽
高
齢
者
ほ
ほ
え
み
セ
ン
タ
ー
・

　

川
上
南
方
高
齢
者
ほ
ほ
え
み
セ
ン
タ
ー
）

　
（
実
施
予
定　

平
成
22
年
度
）

◇
県
単
林
道
整
備
事
業

・
林
道
富
士
山
線
改
良
・
舗
装
工
事

　
（
実
施
予
定　

平
成
18
〜
23
年
度
）

・
林
道
塩
畑
塩
の
草
線
改
良
・
舗
装
工
事

　
（
実
施
予
定　

平
成
18
〜
26
年
度
）

◇
県
営
林
道
事
業（
入
小
滝
鍛
治
内
線
）

　
（
実
施
予
定　

平
成
20
〜
22
年
度
）

◇
交
通
安
全
施
設
整
備
等
事
業
旧
東
野
鉄

　

道
線（
市
道
東
野

　

線
・
市
道
２
‐
８

　

号
）（
実
施
予
定

　

平
成
18
年
度
〜
）

◇
黒
羽
統
合
中
学
校

　

校
舎
建
設
事
業

　
（
実
施　

平
成
18
〜

　

21
年
度
）

◇
小
学
校
校
舎
改
築

　

整
備
事
業

　
（
実
施
予
定　

平
成
22
年
度
〜
）

◇
黒
羽
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
事
業

　
（
実
施
予
定　

平
成
21
〜
22
年
度
）

※
次
回
は
平
成
23
年
５
月
に
開
催
予
定

■
問
い
合
わ
せ

　

行
政
改
革
推
進
課
地
域
情
報
担
当

　
　
　
（
２
３
）１
３
８
９

平
成
22
年
秋
の
叙
勲

平
成
22
年
度
自
治
功
者
労
表
彰

湯
津
上
・
黒
羽
地
区

第
11
回
地
域
審
議
会
を
開
催

湯津上地区湯津上地区

黒羽地区黒羽地区
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む   ら  さき し   き   ぶ  む   ら  さき し   き   ぶ  

夢
・
未
来
そ
し
て
郷
土
愛
'10

大
田
原
市
産
業
文
化
祭

夢
・
未
来
そ
し
て
郷
土
愛
'10

大
田
原
市
産
業
文
化
祭

　

11
月
６
日
・
７
日
、
栃
木
県
立
県
北
体
育
館
・
美
原

公
園
な
ど
を
会
場
に
、
第
22
回
与
一
の
里
大
田
原
市
産

業
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
企
業
展
・
大
田
原
市
教
育
祭

・
各
種
団
体
・
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
展
示
即
売
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
間
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
会
場
は
市
内
外
か
ら

訪
れ
た
大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

大田原市民吹奏楽団のファンファーレで
スタート！
大田原市民吹奏楽団のファンファーレで
スタート！

与一くん、登場！与一くん、登場！

ワクワク、ドキドキの紙しばい
おはなし冒険団
ワクワク、ドキドキの紙しばい
おはなし冒険団

クラフトコーナーで｢芸術の秋｣を体験クラフトコーナーで｢芸術の秋｣を体験

力作が並ぶ大田原市教育祭力作が並ぶ大田原市教育祭

優雅に踊るエレガントフラダンス優雅に踊るエレガントフラダンス
若々しく軽快に
国際医療福祉大学ダンス部
若々しく軽快に
国際医療福祉大学ダンス部

躍動感あふれるよさこいを披露　夢楽咲四季舞躍動感あふれるよさこいを披露　夢楽咲四季舞

天空に響く迫力ある音色で観客を魅了　与一太鼓　　天空に響く迫力ある音色で観客を魅了　与一太鼓　　

第 22 回
与一の里
第 22 回
与一の里
第 22 回
与一の里



総　　合

平成22年12月１日号 10

   施設などの名称

住民票の写し
印鑑登録証明書
戸籍謄抄本

自動交付機
（住民票の写し
・印鑑登録証明書）

税関係証明

水道の開栓・閉栓

消費生活相談
火葬場
那須野が原ハーモニーホール
総合文化会館
ピアートホール
各地区公民館
大田原図書館
黒羽図書館
湯津上庁舎図書室

美原公園

県北体育館
大田原体育館
黒羽体育館
大田原グリーンパーク
黒羽運動公園
大田原市屋内温水プール
黒羽中学校屋内温水プール

ふれあいの丘

湯けむり
ふれあいの丘

黒羽温泉五峰の湯
道の駅　那須与一の郷

那須与一伝承館

黒羽芭蕉の館
歴史民俗資料館
なす風土記の丘資料館湯津上館
なかがわ水遊園
水遊園直売所
味処ゆづかみ

 電話番号

(23)8752
(98)2112
(54)1112
(23)8752
(98)2112
(54)1112
(23)8785
(98)2111
(54)1111
(23)8713
(20)2270
(54)0921
(23)6236
(24)2800
(24)0880
(22)4148
(59)0856

(23)4560
(59)0855
(98)7037

(22)8017

(22)8012
(22)8017
(54)2858
(22)8017
(54)2858
(24)0778
(59)1031
(28)3131
(28)3131
(28)3254
(98)2141
(98)2141
(98)6006
(59)7010
(23)8641

(20)0220

(54)4151
(98)2151
(98)3322
(98)3055
(98)6003
(98)6001

市民課
湯津上支所総合窓口課
黒羽支所市民福祉課
市民課
湯津上支所総合窓口課
黒羽支所市民福祉課
税務課
湯津上支所総合窓口課
黒羽支所観光経済課
水道課
広域クリーンセンター大田原
緑資源リサイクル施設
消費生活センター

陸上競技場・野球場
テニスコート

シャトー・エスポワール
自然観察館
天文館
湯津上温泉やすらぎの湯
キャビン・キャンプ場
レストラン牧場

与一伝承館
竹のギャラリー
多目的ホール

× × ○ ○ × × × × × × ○ ○

▲ ▲ ○ ○ ▲ ▲ × × × × ○ ○

× × ○ ○ × × × × × × ○ ○

× × ○ ○ × × × × × × ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○
○ × × × ○ × × × × × × ○
× × ○ ○ × × × × × × ○ ○
○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○
○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○
○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○
○ ○ × ○ × × × × × × ○ ○
○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○
○ ○ × ○ ○ × × × × × ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○
○ ○ ○ × × × × × × × ▲ ○
○ ○ ○ × × × × × × × ▲ ○
○ ○ ○ × × × × × × × × ○
○ ○ ○ × × × × × × × ▲ ○
○ ○ × × × × × × × × ▲ ○
○ ○ ○ × × × × × × × ▲ ○
○ ○ ○ × × × × × × × ▲ ○
○ ○ ○ ▲ × × × × × × ○ ○
○ ○ ○ ▲ × × × × × × × ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ × ○ ○ × × × × × ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○
○ ○ × × ○ ○ × × ○ ○ × ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ × ○ × × × × × × ○ ○
○ ○ × × ○ ○ × × ○ ○ × ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○

○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○

○ ○ × ○ × × × × × × ○ ○
○ ○ × ○ × × × × × × ○ ○
○ ○ × × × × × × × × × ○
○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○
○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○
○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○

25
（土）

26
（日）

27
（月）

28
（火）

29
（水）

30
（木）

31
（金）

１
（土）

２
（日）

３
（月）

４
（火）

５
（水）

平日 8：30～18：30、土日祝 8：30～17：00

▲印の日は8：30～17：00

市施設などの年末年始の業務案内市施設などの年末年始の業務案内
○通常どおり　×休み　▲業務時間が通常と異なります

▲印の日は9：30～16：30

▲印の日は9：30～15：30

▲印の日は
9：00～17：00

▲印の日は9：00～17：00

▲印の日は9：00～17：00

ごみ関係

▲印の日は9：00～17：00

▲印の日は9：00～17：00
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平成22年12月１日号11

   施設などの名称

佐良土多目的交流センター
観光交流センター
大田原地域職業訓練センター
勤労青少年ホーム
勤労者総合福祉センター

社会福祉協議会

老人憩の家福寿荘
シニアプラザ清流荘

シルバー人材センター

市営バス
（総務課）

 電話番号

(98)3077
(54)1040
(23)4500
(22)6878
(22)6621
(23)1130
(98)3715
(54)1849
(22)5775
(54)0186
(23)1255
(54)0186

(23)8832

本所
湯津上支所
黒羽支所

本部
黒羽支部

○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○
○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○
○ × × × × × × × × × × ○
× × ○ ○ × × × × × × ○ ○
○ ○ ▲ × × × × × × × ○ ○

× × ○ ○ × × × × × × ○ ○

○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○
○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○
× × ○ × × × × × × × × ×

○ × ○ ○ × × × × × × ○ ○

○ ○ ○ ○ ▲ × × × × ▲ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○

25
（土）

26
（日）

27
（月）

28
（火）

29
（水）

30
（木）

31
（金）

１
（土）

２
（日）

３
（月）

４
（火）

５
（水）

▲印の日は休日運行便体系による運行になります

１月６日（木）まで休みになります

戸籍の届出戸籍の届出

し尿の処理し尿の処理

年末年始のごみ年末年始のごみ

金融機関指　　定
収納代理金融機関指　　定
収納代理

　12月29日(水)から１月３日(月)の間も、戸籍届出書
の受領は、市役所本庁、各支所で行います。なお、出
張所での受領は行いません。
●受領時間　午前８時30分～午後５時
●夜間受領場所（午後５時以降）
　大田原地区広域消防組合
　　消防本部・湯津上分署・黒羽分署

　年末年始のし尿処理業務休業期間は、12月29日(水)
から１月３日(月)までです。年末は、し尿汲み取り・
浄化槽清掃の依頼が集中することが予想されますの
で、業者への依頼はお早めにお願いします。
●許可業者一覧

■問い合わせ
　那須地区広域行政事務組合
　事業課施設係　　0287(65)3611

■問い合わせ
　市民課戸籍係　　(23)8705

　年末のごみ収集は12月30日(木)まで、年始は１月
４日(火)からですが、地区によって最終日および開
始日が異なりますので、『ごみ分別収集カレンダ
ー』で収集日を確認してください。
　また、広域クリーンセンター大田原へ直接搬入
する方は、12月30日(木)の午後４時30分までに搬
入してください。

　市税などの納付ができる指定金融機関および収納
代理金融機関は、12月31日(金)から１月３日(月)ま
で休みになります。
●指定金融機関
・足利銀行

●収納代理金融機関
・栃木銀行
・大田原信用金庫
・那須信用組合
・那須野農業協同組合
・白河信用金庫
・烏山信用金庫
・みずほ銀行

名　　称
協業組合 環境整美公社（大田原市）
（有）高安産業（大田原市）
（有）ポート・ワン（那須塩原市）
（有）新井衛生社（那須塩原市）
（有）アイワ（那須塩原市）
（株）那須清掃サービス（那須町）
宇都宮文化センター（株）（宇都宮市）

電話番号
0287(23)3231
0287(22)3378
0287(62)1455
0287(62)1753
0287(36)1090
0287(74)0516
028(633)6171

■問い合わせ
　広域クリーンセンター大田原　　(20)2270
　生活環境課生活環境係　　(23)8706
　湯津上支所総合窓口課　　(98)2112
　黒羽支所市民福祉課　　(54)1112

野崎方面循環線
佐久山・親園方面循環線
金田方面循環線
南方線　　両郷線
須賀川線　　片田線
寒井・桧木沢方面循環線
那須塩原駅線
急行福祉大線
雲巌寺線
大田原市内循環線
黒羽線　　湯津上線
那須塩原線

▲印の日は9：00～17：00

○通常どおり　×休み　▲業務時間が通常と異なります
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恒
例
の
芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
、
市
内
の
小
・
中
学
校
は
じ
め
、

県
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
ま
す
。
当
日
は
下
図
の
と
お
り
交
通

規
制
が
か
か
る
区
間
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
　
時　

12
月
23
日（
木
・
祝
）

　

開
会
式　
　

午
前
9
時

　

ス
タ
ー
ト　

午
前
10
時
〜
11
時
５
分

●
場
　
所　

黒
羽
運
動
公
園
特
設
マ
ラ
ソ

　

ン
コ
ー
ス

●
交
通
規
制

○
全
面
通
行
規
制
区
間

・
ピ
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
前
運
動
公
園
入
口
〜

　

久
野
又
運
動
公
園
入
口

　
《
通
行
止
時
間
》
午
前
9
時
30
分
〜
12
時

　
（
競
技
終
了
次
第
解
除
）

・
久
野
又
大
黒
橋
〜
大
久
保
上
Ｔ
字
路

　
《
通
行
止
時
間
》
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
（
競
技
終
了
次
第
解
除
）

○
一
部
通
行
規
制
区
間

・
久
野
又
運
動
公
園
入
口
〜
久
野
又
大
黒
橋

　
《
規
制
時
間
》
午
前
9
時
50
分
〜
11
時
30
分

　
（
競
技
終
了
次
第
解
除
）

※
五
峰
の
湯
、
黒
羽
中
学
校
屋
内
温
水
プ
ー

　

ル
を
利
用
す
る
方
は
、
ピ
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

　

前
運
動
公
園
入
口
を
通
過
す
る
こ
と
が
で

　

き
ま
す
。た
だ
し
、
久
野
又
運
動
公
園
入
口

　

か
ら
は
進
入
で
き
ま
せ
ん
。

※
マ
ラ
ソ
ン
大
会
中
、
黒
羽
中
学
校
屋
内
温

　

水
プ
ー
ル
の
駐
車
場
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

多
目
的
運
動
公
園
臨
時
駐
車
場
を
ご
利
用

　

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実

　

行
委
員
会　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
管
理
事

　

業
係（
黒
羽
体
育
館
）

　
　
　
（
５
４
）２
８
５
８

漏水事故の処理漏水事故の処理

■問い合わせ
　水道課工務係
　　（２３）８７１３

水道に関する事故や公道およ
び宅地内で漏水などが発生し
たときは、次の携帯電話にご
連絡ください。当番工事店が
対応します。

※３階建て以上のマンション、
　アパートなどで、受水槽か
　らの給水を
　利用してい
　る方は、不
　動産管理会
　社にお問い
　合わせくだ
　さい。

      大田原
　０９０－７２３４－４４６２

湯津上地区・黒羽地区
　０９０－２１５７－１５１３

黒羽運動公園黒羽運動公園

至那須塩原市至那須塩原市

至川田至川田

国
道
２
９
４
号

国
道
２
９
４
号

黒羽体育館
●
黒羽体育館
● 至前田至前田

至須佐木至須佐木

●ＪＡスタンド●ＪＡスタンド

●　
くろばね保育園

●　
くろばね保育園

黒羽橋黒羽橋

《
那
珂
川
》

《
那
珂
川
》

●
く
ら
し
の
館

●
く
ら
し
の
館

至那珂川町至那珂川町

駒込の池
　●
駒込の池
　●

●
山百合荘
●
山百合荘

●五峰の湯●五峰の湯

●  ピアートホール●  ピアートホール

第
38
回
芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
伴
う

道
路
の
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

全面通行止め区間
10:00～11:30
久野又大黒橋

大久保上Ｔ字路
〜

全面通行止め区間
9:30～12:00
ピアートホール前
運動公園入口

久野又運動公園入口
〜

一部交通規制区間
9:30～11:30
久野又運動公園入口

久野又大黒橋
〜

10㎞
折り返し点
10㎞
折り返し点

▲▲

●益子医院●益子医院

12/23　くろばねマラソン大会通行止め区間案内図

至木佐美至木佐美

《
松
葉
川
》

《
松
葉
川
》

《
松
葉
川
》

《
松
葉
川
》

久野又大黒橋久野又大黒橋

両郷地区コミュニティセンター
●

両郷地区コミュニティセンター
●

久野又
運動公園入口

大久保上
Ｔ字路
大久保上
Ｔ字路

運動公園入口
（ピアートホール前）
ピアートホール前
運動公園入口

●黒羽中学校
　屋内温水プール
●黒羽中学校
　屋内温水プール
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年
末
年
始
は

温
泉
付
き
キ
ャ
ビ
ン
に
宿
泊
を

　

湯
け
む
り
ふ
れ
あ
い
の
丘
キ
ャ
ン
プ
場

（
湯
津
上
）の
温
泉
付
き
宿
泊
施
設
「
ゆ
〜

ゆ
〜
キ
ャ
ビ
ン
」は
、
年
末
年
始
も
営
業

し
ま
す
。

　

ご
家
族
や
ご
友
人
と
の
く
つ
ろ
ぎ
の
場

と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
施
設
料
金

※
ほ
か
に
入
湯
税
と
し
て
１
人
１
５
０
円

　
（
12
歳
以
上
）が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
年
末
年
始
の
施
設
利
用
申
込
期
限

　

12
月
30
日（
木
）ま
で

●
注
意
事
項　

隣
接
す
る
湯
津
上
温
泉
や

　

す
ら
ぎ
の
湯
は
、
12
月
31
日
（
金
）
か
ら

　

１
月
１
日（
土
）ま
で
休
業
と
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

湯
津
上
温
泉
や
す
ら
ぎ
の
湯

　
　
　
（
９
８
）２
１
４
１

ホロッコホロッコ

ブラジルマンブラジルマン

りっちゃんりっちゃん

区　分 １棟あたり
の使用料 棟数

10 人用
キャビン

６人用
キャビン

５人用
キャビン

25,000 円

17,000 円

15,000 円

２棟

２棟

３棟

こまり(写真  左)
【生年月日】昭和49年10月15日
【出身地】埼玉県
【趣　味】図画工作､カラオケ
【特　技】笑いながらタップダンス
百太郎(ひゃくたろう  写真右)
【生年月日】昭和45年８月24日
【出身地】福岡県
【趣　味】映画鑑賞、読書
【特　技】バタフライ

小林　剛(こばやしたけし  写真左)
【生年月日】昭和50年７月14日
【出身地】千葉県
【趣　味】野球観戦、ロックバンド
  ライブ鑑賞
【特　技】麻雀
大渡健一(おおわたりけんいち  写真右)
【生年月日】昭和50年10月８日生
【出身地】青森県
【趣　味】ゴルフ、麻雀
【特　技】将棋、スノーボード、水
  泳、ラグビー、野球

【主な出演実績】
《テレビ》｢あらびき団｣、｢エンタの神様｣、｢爆笑オンエア
　バトル｣、｢くわまんのパチパチパラダイム｣
《ＤＶＤ》｢エンタの神様ベストセレクションvol.4｣
《ライブ》｢フラットファイヴLIVE｣、｢お笑いフューチャー
　ズライブ｣、｢雷ライブ｣、｢ホラカク。｣  ほか

りっちゃん(古澤里沙)
【生年月日】昭和62年２月27日
【出身地】愛知県
【趣　味】ダーツ、ビリヤード、
 　　　   ネコカフェ
【主な出演実績】
《ラジオ》｢いちはらFM  FMDJ
　オンエアバトルサウンドカフェ｣、
　｢神谷  明  ホットビートパーティー｣
　(インターネットラジオ)  ほか

【主な出演実績】
《テレビ》｢電波少年的懸賞生活2009｣、｢爆笑トライアウ
　ト｣、｢内村プロデュース｣、｢ブレイクもの！｣
《ラジオ》｢ヒルサイドアヴェニュー｣､｢お笑い!ネタとこ勝負｣
《舞台》｢フラットファイヴLIVE｣、｢アミーさんとフラット
　さん｣、｢シアターＤスペシャルオールスター｣  ほか

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
様
に
笑
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
日
常
生
活
に
笑
い
が

あ
ふ
れ
、
誰
も
が
健
康
で
長
生
き
で
き
る

ま
ち
を
目
指
し
、「
お
笑
い
健
康
づ
く
り

事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
第
３
回
「
お
笑
い
健
康
ラ

イ
ブ
」の
出
演
者
３
組
が
決
ま
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
ラ
イ
ブ
は
、
お
笑
い
芸
人
３
組
に

加
え
て
、
お
笑
い
講
座
の
受
講
生
の
皆
さ

ん
が
講
座
の
成
果
を
披
露
す
る
場
で
も
あ

り
ま
す
。

　

プ
ロ
の
笑
い
と
身
近
な
笑
い
を
存
分
に

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
事
前
申
し
込
み
は

不
要
で
す
。

　

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

●
日
　
時　

12
月
26
日（
日
）

　

午
後
２
時
30
分
〜
４
時

　
（
午
後
２
時
開
場
）

●
場
　
所　

大
田
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

　

タ
ー
講
堂

●
内
　
容　

お
笑
い
芸
人
３
組
の
ラ
イ
ブ   

・
ホ
ロ
ッ
コ

・
ブ
ラ
ジ
ル
マ
ン

・
り
っ
ち
ゃ
ん

※
お
笑
い
講
座
受
講
生

　

の
出
演
コ
ー
ナ
ー
も

　

あ
り
ま
す

●
定
　
員　

１
２
０
名

●
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

企
画
政
策
課
企
画
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
１

お
笑
い
健
康
づ
く
り
事
業

　
　
　
「
お
笑
い
健
康
ラ
イ
ブ
」

お
笑
い
健
康
づ
く
り
事
業

　
　
　
「
お
笑
い
健
康
ラ
イ
ブ
」
第３回

お笑いライブスペシャル
(10 月実施)

お笑いライブスペシャル
(10 月実施)
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な
か
が
わ
水
遊
園
ク
リ
ス
マ
ス

  

ハ
ン
ド
ベ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

　

市
内
の
小
・
中
学
生
（
小
学
生
は
５
年

生
以
上
）
を
対
象
と
し
た
黒
羽
芭
蕉
の
里

子
ど
も
俳
句
大
会
に
３
４
０
２
句
の
投
句

が
あ
り
、
審
査
の
結
果
選
ば
れ
た
優
秀
作

品
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
作
品
は
12
月
20
日
か
ら
来
年
11

月
30
日
ま
で
、
黒
羽
芭
蕉
の
館
研
修
室
に

展
示
さ
れ
ま
す
。

（
敬
称
略
）

○
最
優
秀
賞（
１
点
）

　

プ
ー
ル
焼
け

　
　

水
着
ぬ
い
で
も　

ま
だ
水
着

　
　
　
　

紫
塚
小　
　

宮
原　

千
尋

○
優
秀
賞（
５
点
）

　

春
風
は

　
　

や
さ
し
く
な
で
る　

ま
ほ
う
の
手

　
　
　
　

大
田
原
小　

市
之
瀬　

未
歩

　

ひ
ま
わ
り
が

　
　

お
日
さ
ま
向
い
て　

わ
ら
っ
て
る

　
　
　
　

大
田
原
小　

印
南　

陽
代
璃

　

新
米
の

　
　

お
に
ぎ
り
食
べ
て　

ホ
ー
ム
ラ
ン

　
　
　
　

奥
沢
小　
　

郡
司　

優
花

　

自
転
車
で　

海
ま
で
行
っ
た　

夏
休
み

　
　
　
　

金
丸
小　
　

屋
代　

和
奏

　

盆
の
朝

　
　

じ
い
に
教
わ
る　

う
し
と
う
ま

　
　
　
　

佐
久
山
小　

池
田　
　

駿

○
最
優
秀
賞（
１
点
）

　

わ
た
が
し
の

　
　

よ
う
に
か
ら
ま
る　

夏
の
く
も　

　
　
　
　

大
田
原
小　

鈴
木　

健
士　

○
優
秀
賞（
５
点
）

　

ひ
ま
わ
り
と

　
　

ぐ
ん
ぐ
ん
の
び
る　

ぼ
く
の
せ
い

　
　
　
　

大
田
原
小　

大
熊　

優
太

　

雪
山
に　

見
立
て
す
ず
し
い　

か
き
氷

　
　
　
　

西
原
小　
　

藤
田　

江
香

　

あ
ぶ
ら
ぜ
み

　
　

七
日
の
命　

泣
い
て
去
る

　
　
　
　

薄
葉
小　
　

小
宅　

虹
夏

　

い
ね
か
り
が

　
　

終
わ
っ
て
休
む　

か
か
し
達

　
　
　
　

蛭
田
小　
　

蜂
巢　

諒
平

　

万
緑
の

　
　

中
に
ち
ょ
こ
ん
と　

赤
い
屋
根

　
　
　
　

片
田
小　
　

福
島　

杏
紗

○
最
優
秀
賞（
１
点
）

　

ク
ロ
ー
ル
の

　
　

し
ぶ
き
の
向
こ
う　

虹
の
空

　
　
　
　

黒
羽
中　
　

益
子　

さ
や
か

○
優
秀
賞（
５
点
）

　

風
く
る
と

　
　

ぽ
と
り
と
落
ち
る　

青
い
く
り

　
　
　
　

大
田
原
中　

若
林　

瑞
穂

　

空
見
あ
げ　

思
い
を
願
う　

流
れ
星

　
　
　
　

大
田
原
中　

宮
下　

真
綾

　

風
の
音　

風
鈴
に
き
て　

よ
く
喋
る

　
　
　
　

金
田
南
中　

酒
井　

史
保

　

秋
の
山

　
　

色
と
り
ど
り
に　

か
ざ
り
つ
け

　
　
　
　

湯
津
上
中　

相
馬　

綾
香

　

遠
雷
の　

音
き
き
急
ぐ　

帰
り
道

　
　
　
　

黒
羽
中　
　

福
田　

彩
乃

○
最
優
秀
賞（
１
点
）

　

春
の
風　

吹
け
ば
近
づ
く　

別
れ
の
日

　
　
　
　

大
田
原
中　

戸
村　

芽
生

○
優
秀
賞（
５
点
）

　

ひ
ぐ
ら
し
は　

恋
に
敗
れ
た　

夢
詩
人

　
　
　
　

大
田
原
中　

田
中　

菜
月

　

ど
こ
ま
で
も

　
　

思
い
出
運
ぶ　

し
ゃ
ぼ
ん
玉

　
　
　
　

大
田
原
中　

高
村　

尚
吾

　

く
る
く
る
と

　
　

お
ど
り
お
ち
ゆ
く　

イ
チ
ョ
ウ
の
葉

　
　
　
　

湯
津
上
中　

墨
谷　

貴
洋

　

涼
し
い
な

　
　

ゴ
ー
ヤ
の
カ
ー
テ
ン　

あ
り
が
と
う

　
　
　
　

湯
津
上
中　

吉
成　

麻
美

　

雨
上
が
り

　
　

空
に
く
っ
き
り　

蜘
蛛
の
家

　
　
　
　

黒
羽
中　
　

三
田　

悠
介

○
最
優
秀
賞（
１
点
）

　

す
い
す
い
と

　
　

泳
ぐ
金
魚
に　

嫉
妬
す
る

　
　
　
　

金
田
北
中　

澤
田　

真
理

○
優
秀
賞（
５
点
）

　

日
が
暮
れ
て

　
　

何
を
話
す
か　

田
の
か
え
る

　
　
　
　

大
田
原
中　

橋
本　

紗
央
莉

　

思
い
出
が

　
　

た
っ
ぷ
り
つ
ま
っ
た　

日
焼
け
あ
と

　
　
　
　

親
園
中　
　

大
野　

沙
希

　

朝
の
葉
に　

雨
の
雫
と　

蝸
牛

　
　
　
　

金
田
北
中　

岡
本　

篤
美

　

お
み
や
げ
に　

海
で
拾
っ
た　

夏
の
音

　
　
　
　

野
崎
中　
　

伊
藤　

茉
梨
乃

　

炎
天
下　

汗
が
輝
く　

野
球
場

　
　
　
　

佐
久
山
中　

萩
原　

有
紀

■
問
い
合
わ
せ

　

文
化
振
興
課
文
化
振
興
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
８

●
日
　
時　

12
月
25
日（
土
）

①
午
後
３
時
30
分
〜
、②
午
後
６
時
30
分
〜

　
（
２
回
公
演
、40
分
程
度
）

●
場
　
所　

な
か
が
わ
水
遊
園
お
も
し
ろ

　

魚
館
１
Ｆ
ホ
ー
ル

●
料
　
金　

水
族
館
の
入
館
チ
ケ
ッ
ト
の

　

提
示
で
鑑
賞
で
き
ま
す
。

●
演
奏
内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
、
ア

　

ニ
メ
ソ
ン
グ
な
ど

●
そ
の
他

　

12
月
24
日（
金
）・
25
日（
土
）は
午
後
９

　

時
ま
で
営
業
。

■
問
い
合
わ
せ

　

な
か
が
わ
水
遊
園

　
　
　
（
９
８
）３
０
５
５

第
23
回
黒
羽
芭
蕉
の
里
子
ど
も
俳
句
大
会

小
学
校
５
年
生
の
部

小
学
校
６
年
生
の
部

中
学
校
１
年
生
の
部

中
学
校
２
年
生
の
部

中
学
校
３
年
生
の
部
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イベント特集

往信 返信

【往信用表面】 【返信用表面】【返信用裏面】 【往信用裏面】

●日時　平成23年２月２日(水)  午後６時15分開演
●会場　那須野が原ハーモニーホール
●出演　司　会　渡辺　徹(俳優)
　　　　　　　　首藤奈知子(NHKアナウンサー)
　　　　ゲスト　姿月あさと ほか
　　　　管弦楽　東京フィルハーモニー交響楽団
　　　　指　揮　曽我大介東京フィルハーモニー交響楽団東京フィルハーモニー交響楽団

広報おおたわら11月１
日号６ページで募集し
た｢あなたの街で夢コ
ンサート｣出場者の選
考結果は、12月中旬以
降にお知らせします。

｢あなたの街で夢コン
サート｣出場者にご応
募いただいた皆様へ

■問い合わせ
　トゥインズ
　　　03-3468-9155

３２４ - ８６４１
ご
自
分
の
住
所

　
ご
自
分
の
お
名
前

ご自分の
①郵便番号
②住所
③お名前
④電話番号

郵便番号

この面には何も
書かないでくだ
さい。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
宇
都
宮
放
送
局
と
大
田
原
市
で

は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
星
第
２
テ
レ
ビ
「
あ
な
た

の
街
で
夢
コ
ン
サ
ー
ト
」の
公
開
録
画
を

行
い
ま
す
。

　

こ
の
番
組
は
、
地
元
ア
マ
チ
ュ
ア
音
楽

愛
好
家
が
プ
ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共
演

す
る
「
夢
」を
か
な
え
る
番
組
で
す
。

　

観
覧
を
ご
希
望
の
方
は
次
の
要
領
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時　

平
成
23
年
２
月
２
日（
水
）

　

開
場　

午
後
５
時
30
分

　

開
演　

午
後
６
時
15
分

　

終
演　

午
後
８
時
予
定

●
会
　
場　

那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ

　

ー
ル

●
出
　
演
　

〈
司
　
会
〉渡
辺　

徹（
俳
優
）、首
藤
奈
知
子

　
　
　

    （
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

〈
ゲ
ス
ト
〉姿
月
あ
さ
と  

ほ
か

〈
管
弦
楽
〉東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響

　
　
　
　

楽
団

〈
指
　
揮
〉曽
我
大
介

●
申
込
方
法

　

郵
便
往
復
は
が
き（
私
製
を
除
く
）の
往

　

信
用
裏
面
に
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
名

　

前
・
電
話
番
号
を
、
返
信
用
表
面
に
郵

　

便
番
号
・
住
所
・
名
前
を
書
い
て
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
下
段
記
載
例
参
照
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い
、
当

　

選
し
た
方
に
入
場
整
理
券
（
１
枚
で
２

　

名
入
場
可
）を
お
送
り
し
ま
す
。

※
１
歳
以
上
の
お
子
様
か
ら
入
場
整
理
券

　

が
必
要
で
す
。

※
郵
便
往
復
は
が
き
以
外
で
の
応
募
や
、

　

記
入
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
は
無
効
と

　

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報
は
、
抽

　

選
結
果
の
ご
連
絡
の
ほ
か
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

　

番
組
や
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内
、
受
信
料

　

の
お
願
い
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
先
　
〒
３
２
４
‐
８
６
４
１

　

大
田
原
市
本
町
１
‐
４
‐
１

　

大
田
原
市
総
務
部
秘
書
課

　
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
あ
な
た
の
街
で
夢
コ
ン
サ
ー
ト
」係

●
締
め
切
り　

平
成
23
年
１
月
11
日
（
火
）

　

必
着

●
放
送
予
定　

衛
星
第
２
テ
レ
ビ

①
本
放
送　

平
成
23
年
３
月
11
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
９
時
〜
９
時
49
分

②
再
放
送　

平
成
23
年
３
月
17
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
５
時
〜
５
時
49
分

※
国
際
放
送
・
N
H
K
ワ
ー
ル
ド
プ
レ
ミ
ア
ム

　
　
　
　
　

平
成
23
年
３
月
14
日（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
８
時
〜
８
時
49
分

■
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
宇
都
宮
放
送
局

　
（
平
日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
）

　
　
　

０
２
８（
６
３
４
）９
１
６
６

　

市
秘
書
課
広
報
広
聴
係

　
（
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
０

ＮＨＫ
衛星第２テレビ
公開録画

ＮＨＫ
衛星第２テレビ
公開録画

「あなたの街で夢コンサート｣
観覧者募集

「あなたの街で夢コンサート｣
観覧者募集

…………………………………………………………………………………………………………

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
あ
な
た
の
街
で

   

夢
コ
ン
サ
ー
ト
」係

大
田
原
市
本
町
１
‐
４
‐
１

大
田
原
市
総
務
部
秘
書
課

渡辺　徹

姿月あさと

往復はがき記載例 ※郵便往復はがきを開いた状態です



佐久山
中学校
佐久山
中学校

●
佐久山小学校佐久山小学校

●●

佐久山前坂交差点
県道大田原氏家線
佐久山工区
延長　１２００ｍ

●

農産物直売所
「きらり佐久山」
農産物直売所
「きらり佐久山」

県道大田原氏家線
佐久山工区
延長　１２００ｍ

供用開始区間

県道大田原氏家線県道大田原氏家線

お知らせ
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●
日
　
時　

平
成
23
年
１
月
15
日（
土
）　

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
　
所　

と
ち
ぎ
健
康
の
森　

生
き
が

　

い
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
　

宇
都
宮
市
駒
生
町
３
３
３
７
‐
１

　
　
　

０
２
８（
６
２
３
）５
８
５
８

●
相
談
内
容　

公
認
会
計
士
・
弁
護
士
・

　

不
動
産
鑑
定
士
・
司
法
書
士
・
税
理
士

　

の
業
務
に
関
す
る
相
談

■
問
い
合
わ
せ

　

日
本
公
認
会
計
士
協
会
東
京
会
栃
木
県
会

　
　
　

０
２
８（
６
３
５
）８
７
６
９

　

栃
木
県
弁
護
士
会

　
　
　

０
２
８（
６
２
２
）２
０
０
８

　
（
社
）栃
木
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

　
　
　

０
２
８（
６
３
９
）０
５
５
６

　

栃
木
県
司
法
書
士
会

　
　
　

０
２
８（
６
１
４
）１
１
２
２

　

関
東
信
越
税
理
士
会
栃
木
県
支
部
連
合
会

　
　
　

０
２
８（
６
３
７
）１
０
０
７

　

平
成
15
年
度
か
ら
栃
木
県
が
整
備
を
進

め
て
き
た
県
道
大
田
原
氏
家
線 

佐
久
山
工

区
が
、
こ
の
た
び
、
完
成
し
供
用
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

●
事
業
概
要

①
延
長　

１
２
０
０
ｍ

②
幅
員　

１
２
．０
ｍ

●
供
用
開
始
日
時

　

12
月
18
日（
土
）午
後
1
時

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
土
木
事
務
所
整
備
第
一
課

　
　
　
（
２
３
）４
１
５
０

　

中
央
通
り
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
の

都
市
計
画
変
更
に
伴
い
、「
原
案
」の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。こ
の
原
案
に
意
見
の
あ
る
市
民

の
皆
様
お
よ
び
利
害
関
係
者
な
ど
は
、
市
長

に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
都
市
計
画
の
種
類

　

市
街
地
再
開
発
事
業

●
都
市
計
画
変
更（
原
案
）の
名
称

　

大
田
原
都
市
計
画　

中
央
通
り
地
区
市

　

街
地
再
開
発
事
業
の
変
更

●
関
係
す
る
土
地
の
位
置
及
び
区
域

　

左
図
の
と
お
り

●
縦
覧
期
間　

12
月
7
日（
火
）〜
21
日（
火
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

●
意
見
書
の
提
出
期
間

　

12
月
7
日
（
火
）
〜
28
日
（
火
）（
期
間
内

　

必
着
）

●
縦
覧
場
所
お
よ
び
意
見
書
提
出
先

・
都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

　
（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）

・
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
事
業
係

　
（
山
の
手
１
丁
目
ま
ち
づ
く
り
事
務
所
）

●
そ
の
他

　

提
出
さ
れ
た
意
見
を
集
約
し
、
後
日
説

　

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
１

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
事
業
係

　
　
　
（
２
３
）１
９
１
６

五
士
会
無
料
相
談
会

県
道 

大
田
原
氏
家
線

佐
久
山
工
区
が
開
通
し
ま
す

大
田
原
都
市
計
画

中
央
通
り
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業

の
変
更（
原
案
）の
縦
覧

供用開始となる佐久山工区供用開始となる佐久山工区

ユーアイ館
●

ユーアイ館
●

ユーアイ館
●

●大田原赤十字病院●大田原赤十字病院●大田原赤十字病院

金燈籠交差点金燈籠交差点

中
央
２
丁
目

中
央
２
丁
目

●トライアル●トライアル

中央通り地区市街地再開発事業の変更位置図中央通り地区市街地再開発事業の位置図

事業区域
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私
た
ち
が
快
適
で
衛
生
的
な
生
活
環
境

を
保
持
し
て
い
く
た
め
に
、
家
庭
や
工
場

な
ど
で
使
用
さ
れ
汚
れ
て
し
ま
っ
た
水

（
汚
水
）を
処
理
す
る
こ
と
は
必
要
不
可

欠
で
す
。汚
れ
た
水
の
ま
ま
河
川
な
ど
へ

排
出
さ
れ
て
は
、
私
た
ち
人
間
に
と
っ
て

も
、
自
然
に
い
る
生
き
物
に
と
っ
て
も
住

み
に
く
い
環
境
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

大
田
原
市
で
は
、
よ
り
良
い
生
活
環
境

を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
下
水
道
の
整
備

工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
域
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
家
庭
が
下
水
道
に
接
続
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
快
適
で
衛
生
的
な
生
活
を

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
河
川
な
ど
の

環
境
保
全
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

●
下
水
道
の
働
き

・
家
庭
や
工
場
な
ど
か
ら
出
た
汚
水
は
下

　

水
管
か
ら
下
水
処
理
場
に
集
め
ら
れ
、

　

き
れ
い
に
し
て
か
ら
河
川
に
戻
し
て
い

　

る
た
め
、
川
や
海
の
環
境
が
守
ら
れ
ま

　

す
。

・
側
溝
や
河
川
に
汚
水
が
直
接
流
れ
ず
、

　

害
虫
の
発
生
や
伝
染
病
を
防
ぐ
は
た
ら

　

き
が
あ
り
ま
す
。

●
下
水
道
接
続
の
際
の
注
意
点

・
排
水
設
備
工
事
は
、
定
め
ら
れ
た
基
準

　

に
従
っ
て
正
し
く
施
工
さ
れ
な
け
れ
ば

　

な
ら
な
い
た
め
、
下
水
道
接
続
の
際
に

　

は
大
田
原
市
排
水
指
定
工
事
店
に
依
頼

　

し
て
く
だ
さ
い
。

・
工
事
を
依
頼
す
る
前
に
指
定
工
事
店
か

　

額
、
工
法
、
工
事
期
間
な
ど
を
十
分
に
確

　

認
し
て
か
ら
工
事
の
契
約
を
し
て
く
だ

　

さ
い
。

●
下
水
道
に
つ
な
ぐ
た
め
の
水
洗
便
所
改

　
造
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

　

下
水
道
へ
の
接
続
に
関
す
る
工
事
費
を

　

金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
た
場
合
、
借

　

り
入
れ
に
伴
う
利
子
を
市
が
負
担
し
ま

　

す
（
限
度
額
は
１
戸
に
つ
き
45
万
円
）。

　

利
用
条
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

　

前
に
工
事
を
依
頼
す
る
排
水
指
定
工
事

　

店
ま
た
は
市
下
水
道
課
維
持
係
ま
で

　

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
は
正
し

　
く
使
い
ま
し
ょ
う

　

終
末
処
理
場
な
ど
の
下
水
道
施
設
は
皆

　

様
の
快
適
な
生
活
を
支
え
る
た
め
、
年

　

中
無
休
で
動
い
て
い
ま
す
。し
か
し
、
正

　

し
く
利
用
さ
れ
な
い
場
合
、
本
管
が
詰

　

ま
っ
た
り
ポ
ン
プ
が
壊
れ
た
り
し
て
快

　

適
な
生
活
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

　

ま
す
。ま
た
、
異
物
の
流
入
に
よ
る
ト
ラ

　

ブ
ル
が
後
を
絶
た
ず
、
ポ
ン
プ
施
設
の

　

故
障
す
る
危
険
性
が
依
然
と
し
て
高
い

　

状
態
に
あ
り
ま
す
。

●
次
の
こ
と
を
よ
く
守
り
、
み
ん
な
の
下

　
水
道
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

・
ト
イ
レ
に
は
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以

　

外
の
も
の
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
（
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
生
理
用
品
、

　

紙
お
む
つ　

な
ど
）

・
台
所
か
ら
の
野
菜
く
ず
や
て
ん
ぷ
ら
油

　

な
ど
は
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。特
に

　

飲
食
店
な
ど
に
設
置
し
て
あ
る
グ
リ
ス

　

ト
ラ
ッ
プ
は
定
期
的
に
油
の
引
き
抜
き

　

を
行
い
、
下
水
管
へ
の
流
出
を
防
い
で

　

く
だ
さ
い
。

・
雨
水
は
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。下
水

　

管
へ
流
せ
る
の
は
家
庭
か
ら
の
汚
水
の

　

み
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

下
水
道
課
維
持
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
２

　

羽
田
沼
と
そ
の
下
流
の
水
路
は
、
国
指

定
天
然
記
念
物
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
の
生
息
地

保
護
区
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
毎
年
の
生
息
調
査
で

は
平
成
14
年
度
以
降
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
は
確

認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
原
因
の
ひ
と
つ

と
し
て
羽
田
沼
に
お
け
る
水
鳥
へ
の
過
度

の
エ
サ
や
り
に
よ
る
水
質
悪
化
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
水
鳥
へ
の
エ
サ
は
「
羽
田
沼
白

鳥
を
守
る
会
」
が
必
要
な
分
だ
け
を
与
え

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
羽
田
沼
に

来
て
い
た
だ
く
皆
さ
ん
に
は
、
水
鳥
へ
の

エ
サ
や
り
を
控
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ど
う
か
羽
田
沼
と
そ
の
周
辺
の
自
然
再

生
に
向
け
た
活
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

環
境
省
関
東
地
方
環
境
事
務
所

　

野
生
生
物
課

　
　
　

０
４
８（
６
０
０
）０
８
１
７

　

県
自
然
環
境
課

　
　
　

０
２
８（
６
２
３
）３
２
６
１

　

市
生
涯
学
習
課
文
化
財
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
５

　

市
商
工
観
光
課
観
光
交
流
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
９

　

広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
大
田
原
の
排

出
ガ
ス
に
つ
い
て
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対

策
特
別
措
置
法
第
28
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
22
年
９
月
２
日
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の

濃
度
測
定
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

分
析
結
果
は
、
１
号
煙
突
、
２
号
煙
突
と

も
各
排
出
基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。

※
自
己
規
制
値　

広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン

　

タ
ー
大
田
原
が
独
自
に
設
定
し
た
基

　

準
値
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
大
田
原

　
　
　
（
２
０
）２
２
７
０

下
水
道
へ
の
接
続
に
ご
協
力
く

だ
さ
い

広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
大
田
原

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
分
析
結
果

羽
田
沼
と
そ
の
周
辺
の
自
然
の

再
生
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

白
鳥
に
エ
サ
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ガイドライン
排出基準

（法定排出基準）

測定値

自己規制値※

項　目

0.00070

0.00057

0.05 以下

0.1 以下
（1.0 以下）

2号煙突

1号煙突

単位:ng-TEQ/m N3
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平
成
22
年
6
月
18
日
に
貸
金
業
法
の
改

正
が
あ
り
ま
し
た
。資
金
繰
り
が
困
難
に

な
っ
て
も
、
絶
対
に
「
ヤ
ミ
金
」
は
利
用
せ

ず
、
ま
た
、
も
う
け
話
な
ど
の
悪
質
商
法
に

だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。ヤ
ミ
金
は
、
融
資
の
審
査
が
甘
く
、
手

軽
に
借
り
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
代
わ
り
法

外
な
金
利
を
要
求
さ
れ
、
取
り
立
て
も
厳

し
く
日
常
生
活
が
困
難
に
な
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
ヤ
ミ
金
と
い
っ
て
も
様
々
で
、
単

な
る
高
利
貸
し
と
は
別
な
手
口
が
あ
り
ま

す
。絶
対
に
利
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
ヤ
ミ
金
の
手
口
例

○
保
証
金
・
紹
介
料
詐
欺

　
「
簡
単
に
借
金
で
き
ま
す
」「
低
金
利
・

　

無
担
保
」な
ど
と
融
資
を
勧
誘
し
、
申
込

　

者
に
対
し
て
、
保
証
金
や
紹
介
料
な
ど

　

と
し
て
現
金
を
騙
し
取
り
、
実
際
に
融

　

資
さ
れ
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。

○
押
し
貸
し

　

勝
手
に
口
座
へ
少
額
を
振
り
込
ん
で
、

　

法
外
な
金
利
を
取
り
立
て
ま
す
。

○
買
取
屋

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

　

枠
で
商
品
を
買
わ
せ
、
安
価
で
商
品
を

　

買
い
取
り
ま
す
。一
時
的
に
現
金
は
手

　

に
で
き
ま
す
が
、
後
日
必
ず
代
金
の
請

　

求
が
あ
り
ま
す
。

●
そ
の
他
の
悪
質
商
法

○
パ
チ
ン
コ
攻
略
法
や
競
馬
予
想
の
販
売

　

最
初
は
登
録
料
な
ど
と
称
し
安
価
で
情

　

報
を
販
売
し
ま
す
が
、
徐
々
に
、
よ
り
確

　

実
な
情
報
と
称
し
高
額
で
売
り
つ
け
て

　

き
ま
す
。

○
マ
ル
チ
商
法

　

マ
ル
チ
商
法
自
体
は
違
法
で
は
あ
り
ま

　

せ
ん
が
、「
誰
で
も
簡
単
に
も
う
か
る
」

　

な
ど
と
勧
誘
方
法
に
問
題
が
あ
る
場
合

　

が
多
く
、
実
際
に
は
思
う
よ
う
に
販
売

　

で
き
ず
利
益
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
。

○
利
殖
商
法

　

金
融
商
品
や
先
物
取
引
な
ど
「
絶
対
損

　

は
し
な
い
」「
元
金
保
証
」
な
ど
と
利
益

　

だ
け
強
調
し
出
資
金
を
だ
ま
し
取
り
ま
す
。

■
相
談
先
・
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
２
３
）６
２
３
６

○
受
付
時
間　

平
日
午
前
９
時
〜
正
午
、

　

午
後
１
時
〜
４
時　

○
12
月
延
長
相
談
受
付
日
時

・
３
日
・
17
日（
金
）は
午
後
６
時
ま
で
延
長
。

・
４
日
（
土
）
は
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後

　

１
時
〜
４
時
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
借
金
を
返
す
た
め
の
借
金
は
利
息
を

　
増
や
し
、
そ
の
場
し
の
ぎ
だ
け
で
何
の

　
意
味
も
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、
う
ま
い

　
も
う
け
話
に
は
必
ず
「
裏
」
が
あ
り
ま

　
す
。絶
対
に
も
う
か
る
話
を
わ
ざ
わ
ざ

　
人
に
教
え
る
で
し
ょ
う
か
？
冷
静
に

　
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
借
金
に
お
困
り
の
際
は
、
一
刻
も
早
く

　
債
務
整
理
を
お
す
す
め
し
ま
す
。債
務

　
整
理
に
は
そ
の
人
に
あ
っ
た
方
法
が

　
い
く
つ
か
あ
り
、
相
談
は
消
費
生
活
セ

　
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。ぜ
ひ

　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
情
報
》

〜
借
金
に
困
っ
た
場
合
は

　
　
公
的
機
関
に
相
談
を
〜

◆ゆずってほしい

◆ゆずりたい ※有料希望は受け付けません

不用品登録状況（11月17日現在)

●お母さん・お子さん向け
　ベビー用品（歩行器）、ジュニアシート、女児服、男児服
　ベビーチェア・ベッド、子ども用マウンテンバイク
●家具・インテリア・電化製品・楽器
　扇風機、テレビ、洋服ダンス、和ダンス
●その他
　若草中学校女子制服、毛糸

●お母さん・お子さん向け
　チャイルドシート、ベビーカー、バギー、ベビーベッド
　子ども靴、子ども用マウンテンバイク、布生地
●家具・インテリア・電化製品・楽器
　ダイニングテーブルセット、和ダンス、ミシン、掃除機
　洗濯機、冷蔵庫、冷凍庫、炊飯ジャー、ホームベーカリー
　扇風機、カセットレコーダー、ＣＤラジカセ
　マッサージチェア
●その他
　女性用衣類、着物一式、毛布、自転車、バスタブ
　マブシ織り具、大八車・荷車肥桶、飼葉桶、組紐の組台
　リヤカー、発動機、硬式テニスラケット

◆ゆずりたい
○不用品は修繕などが不要で再利用できるもの。

○展示できる大きさは概ね、幅及び奥行きがそれぞれ
　60 ㎝未満、高さ 2m未満としますが、詳細はお問い
　合わせください。※搬入は各自でお願いします。
○展示できない大きなものや、持ち込みが出来ない方
　は電話で登録をしてください。
◆ゆずってほしい
○展示してあるものはその場で引き取りが出来ます。
○ゆずってほしい物を直接または電話でご登録ください。

●注意事項
○登録情報が一致した場合は、ゆずりたい方の電話番
　号のみをゆずってほしい方にお教えしますので、そ
　の後は当人同士で交渉を行ってください。
○交渉の成立、不成立に関わらず、結果を報告してくだ
　さい。その報告をもって交渉成立の場合は登録内容
　を抹消します。
○「無償」としますので金品の要求などはしないでくだ
　さい。万が一、金銭トラブル等が起きた場合でも、取
　引に関し責任は負いません。
○対象は市内在住の個人としますので事業者や法人の
　利用は固くお断りします。
○登録内容の有効期限は登録した翌月から３カ月とし、
　引き続き登録をしたい場合はその旨ご連絡ください。

■登録先・問い合わせ
　くらし情報館　　（４７）７３７９
　　管理者　大田原市くらしの会
　　場　所　中央１-２-１４　あらまち蔵屋敷内
　　開館日時　12月１日（水）、３日（金）、５日（日）
　　　　　　 ８日（水）、11日（土）、13日（月）、15日（水）
　　　　　　17日（金）、19日（日）、22日（水）、24日（金）
     　いずれも午前10時～午後３時

くらし情報館情報くらし情報館情報

「不用品登録」利用方法
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高
齢
者
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る

と
、
重
症
化
し
た
り
合
併
症
を
引
き
起
こ

し
や
す
く
な
っ
た
り
、
時
に
は
死
に
至
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
に
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
が
最
も
有
効
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
従
来
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
A
香
港
型
・
B
型
に
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
混
合
し
た
三
価
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
対
象
者

　

次
の
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当

　

す
る
方

①
接
種
日
に
65
歳
以
上
の
市
民
で
、
接
種

　

を
希
望
す
る
方

②
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
市
民
で
、
心

　

臓
や
腎
臓
、
呼
吸
器
に
重
い
病
気
が
あ

　

り
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
の
交
付
を

　

受
け
て
い
る
方

●
接
種
期
限

　

平
成
23
年
２
月
28
日（
月
）ま
で

※
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始
日
は
、
各
医
療
機

　

関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
接
種
回
数　

１
人
に
つ
き
１
回

●
接
種
料
金

　

無
料（
市
が
負
担
し
ま
す
）

※
問
診
の
結
果
に
よ
り
接
種
を
行
え
な
か
っ

　

た
場
合
は
、
問
診
料
が
掛
か
る
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
。

●
接
種
場
所

　

市
内
の
医
療
機
関（
左
の
表
の
と
お
り
）

※
那
須
塩
原
市
お
よ
び
那
須
町
の
医
療
機

　

関
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
持
参
す
る
も
の

　

保
険
証
ま
た
は
老
人
健
康
手
帳

●
受
け
方

　

本
人
ま
た
は
家
族
が
医
療
機
関
に
直
接

　

連
絡
し
、
体
調
の
良
い
時
に
受
け
る
よ

　

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
予
診
票
は
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機

　

関
に
あ
り
ま
す
。

※
事
情
に
よ
り
、
大
田
原
市
・
那
須
塩
原

　

市
・
那
須
町
以
外
の
医
療
機
関
で
接
種

　

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
高
齢

　

い
き
が
い
課
介
護
予
防
係
に
ご
連
絡
く

　

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
齢
い
き
が
い
課
介
護
予
防
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
１
７

65
歳
以
上
対
象

季
節
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

無
料
予
防
接
種
案
内

湯津上

黒　

羽

大　

田　

原

青柳医院
赤羽胃腸科外科肛門科医院
阿部内科
池永腎内科クリニック
礒外科小児科医院
大田原赤十字病院
鎌田医院
鎌田浅香医院
木戸内科クリニック
国際医療福祉大学クリニック
小林内科外科医院
齋藤内科医院
高橋医院
高橋外科医院
だいなリハビリクリニック
ときながメンタルクリニック
那須中央病院
長嶋医院
西田整形外科医院
橋本内科クリニック
藤田医院
増山医院
増山胃腸科クリニック
松井医院
室井病院
山の手岡くりにっく
吉成小児科医院
渡辺整形外科医院
磯　医院
江部医院
車田医院
くろばね齋藤醫院
益子医院
益子クリニック
増山医院

中央2-1-2
城山2-5-29
佐久山2018
町島200-8
浅香3-3711
住吉町2-7-3
薄葉2252-25
浅香3-3578
美原2-2831-153
北金丸2600-6
富士見1-1606-265
新富町3-4-18
滝沢355
住吉町1-11-20
紫塚3-2633-10
美原2-3196-52
下石上1453
下石上1246
元町1-9-18
元町1-2-14
下石上1792-2
小滝1107-6
加治屋83-413
城山1-2-3
末広1-2-5
山の手2-21-10
新富町2-1-22
浅香1-4-3
黒羽向町8
黒羽向町60
大豆田457-24
黒羽田町612
大久保266
黒羽田町827
佐良土861

（２２）２１２２
（２３）１１３１
（２８）００５３
（２４）７０７０
（２２）２６０１
（２３）１１２２
（２９）２０５５
（２２）２７０３
（２０）３２００
（２４）１００１
（２３）８８７０
（２２）６１１５
（２８）１１５１
（２２）２６２４
（２０）３１０２
（２０）１００６
（２９）２１２１
（２９）００５０
（２０）３１００
（２２）２２２０
（２９）００１０
（２２）２３３６
（２３）６３２１
（２２）２０６７
（２３）６６２２
（２０）２２５１
（２２）２４１２
（２２）７５８３
（５４）００２０
（５４）００１３
（５４）００６２
（５４）００３１
（５９）０８３５
（５４）２７２７
（９８）２００８

※ 受診する際は、事前に医療機関に連絡をしてください。
地区 医療機関名 所在地 電話番号

【 大田原市内のインフルエンザ予防接種実施医療機関 】
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日
本
に
お
け
る
自
殺
死
亡
者
数
は
平
成

10
年
以
降
３
万
人
を
超
え
て
お
り
、
近
年

に
お
い
て
も
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
ず
社
会

問
題
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、

自
殺
対
策
へ
の
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し

て
「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
共
通
の
社
会

経
験
を
持
っ
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技
術
の

基
本
を
学
ん
だ
方
が
、
そ
の
技
術
で
相
手

の
嘆
き
や
悩
み
を
「
き
ち
ん
と
聴
く
」
こ
と

に
よ
っ
て
、
相
手
の
心
の
不
安
を
軽
減
し

た
り
、
そ
の
人
な
り
の
判
断
や
納
得
を
促

し
た
り
し
ま
す
。こ
の
こ
と
は
自
殺
対
策

に
も
有
効
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
の
自
殺
対
策
推
進
の
た
め
に
も

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

第
１
回
の
養
成
講
座
を
受
講
さ
れ
た
方

は
、
現
在
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。

●
目
　
的
　
傾
聴
の
技
術
の
習
得
お
よ
び

　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加

●
日
　
時
　
平
成
23
年
１
月
13
日
・
20
日

　

・
27
日（
い
ず
れ
も
木
曜
日
）

　

午
後
１
時
〜
５
時

※
参
加
者
は
３
日
間
す
べ
て
受
講
し
て
い

　

た
だ
き
ま
す
。

●
場
　
所
　
大
田
原
市
総
合
文
化
会
館

　

２
階　

第
２
会
議
室

●
講
　
師
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

ホ
ー
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
ケ
ア
協
会

　

理
事
長　

鈴
木　

絹
英　

氏

●
参
加
費　

無
料

●
募
集
人
員　

30
名

●
申
込
方
法
　
平
成
23
年
１
月
５
日（
水
）

　

ま
で
に
、
健
康
政
策
課
ま
で
直
接
ま
た

　

は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
政
策
課
健
康
政
策
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
４

　
　
　
（
２
３
）７
６
３
２

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
は
身
体
障
害
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
一
環
で
、
利
用
券
を
使

用
す
る
こ
と
で
基
本
料
金（
初
乗
分
）
が
無

料
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
次
の
業
者
が
登
録
と
な
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
事
業
者
名

　

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

●
事
業
者
住
所
　

　

那
須
塩
原
市
沓
掛
６
０
０

●
連
絡
先　

０
２
８
７（
６
５
）９
０
０
１

●
登
録
日　

平
成
22
年
10
月
12
日

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
福
祉
支
援
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
２
１

　

交
通
事
故
を
は
じ
め
、
転
倒
や
ス
ポ
ー

ツ
外
傷
、
体
に
衝
撃
を
受
け
た
こ
と
な
ど

が
原
因
で
脊
髄
硬
膜
か
ら
脳
脊
髄
液
が
漏

れ
、
脳
脊
髄
液
が
減
少
し
て
し
ま
う
病
気

で
す
。

　

脳
脊
髄
液
が
減
少
す
る
こ
と
で
、
大
脳

や
小
脳
は
そ
れ
と
と
も
に
下
が
っ
て
し
ま

い
、
脳
と
頭
蓋
骨
を
つ
な
い
で
い
る
神
経

や
血
管
が
引
っ
張
ら
れ
て
脳
の
機
能
が
低

下
す
る
た
め
に
、
神
経
系
の
症
状
、
激
し
い

頭
痛
や
首
の
痛
み
、
め
ま
い
、
倦
怠
感
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
引
き
起
こ
す
病
気
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

脳
脊
髄
液
減
少
症
は
医
療
機
関
の
み
な

ら
ず
、
教
育
の
現
場
や
一
般
社
会
で
の
認

知
度
が
低
く
、
病
気
の
つ
ら
さ
に
加
え
、
周

り
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
な
ど
苦
し
い
思

い
を
さ
れ
て
い
る
方
も
お
り
ま
す
。

　

現
在
こ
の
病
気
に
つ
い
て
は
、
国
の
研

究
班
に
お
い
て
、
統
一
的
な
判
断
基
準
の

確
立
と
有
効
な
治
療
法
の
研
究
が
行
わ
れ

て
い
る
段
階
で
あ
り
、
診
断
や
治
療
方
法

が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
診
療

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
医
療
機
関
に
関
す

る
情
報
を
得
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

栃
木
県
で
は
県
内
医
療
機
関
の
協
力
の

も
と
、「
脳
脊
髄
液
減
少
症
」
の
診
療
に
関

す
る
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て

大
田
原
市
お
よ
び
栃
木
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

●
栃
木
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.pref.tochigi.lg.jp/

　

w
elfare/iryou/ippan/

　

1191222336302.htm
l

●
大
田
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.city.ohtaw

ara.tochigi.jp/

　

7,6105,24.htm
l

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
政
策
課
健
康
政
策
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
４

　

誰
も
が
高
齢
期
を
豊
か
に
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
を
多
く
の
方
々
と
共
に
考
え
、

実
践
す
る
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

ま
す
。

●
主
　
催

　

と
ち
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

●
日
　
時
　
12
月
12
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
　
所　

国
際
医
療
福
祉
大
学

　

E
棟
２
０
４

●
テ
ー
マ
　
高
齢
期
を
豊
か
に
暮
ら
す
地

　

域
づ
く
り
〜
安
心
生
活
の
た
め
に
私
た

　

ち
が
で
き
る
こ
と
〜

●
内
　
容

・
第
１
部　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

・
昼　

食　

交
流
会

・
第
２
部　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
私
た
ち

　

が
で
き
る
こ
と

●
対
　
象　

関
心
の
あ
る
方

●
定
　
員　

１
２
０
名

●
申
し
込
み　

と
ち
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
ま
で
電
話
で
申
し
込
み

　
（
当
日
参
加
も
若
干
名
可
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

と
ち
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

０
２
８（
６
２
３
）３
４
５
５

「
脳
脊
髄
液
減
少
症
」に
つ
い
て

と
ち
ぎ
協
働
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
那
須
野
が
原
開
催

大
田
原
市
福
祉
タ
ク
シ
ー

事
業
者
登
録
の
お
知
ら
せ

第
２
回
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
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 【
第
19
回
　
内
分
泌
系
疾
患
】

●
日
　
時　

平
成
23
年
１
月
21
日 （
金
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
　
所　

と
ち
ぎ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

　

ン
セ
ン
タ
ー　

１
階　

相
談
室

　
（
宇
都
宮
市
駒
生
町
３
３
３
７
‐
１
）

●
対
象
疾
患

•
Ｐ
Ｒ
Ｌ
分
泌
異
常
症

•
ゴ
ナ
ド
ト
ロ
ピ
ン
分
泌
異
常
症

•
Ａ
Ｄ
Ｈ
分
泌
異
常
症

•
中
枢
性
摂
食
異
常
症

•
原
発
性
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
症

•
偽
性
低
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
症

•
グ
ル
コ
コ
ル
チ
コ
イ
ド
抵
抗
症

•
副
腎
酵
素
欠
損
症

•
副
腎
低
形
成
（
ア
ジ
ソ
ン
病
）

•
偽
性
副
甲
状
腺
機
能
低
下
症

•
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
受
容
機
構
異
常
症

•
Ｔ
Ｓ
Ｈ
受
容
体
異
常
症

•
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
不
応
症

•
下
垂
体
機
能
低
下
症

•
ク
ッ
シ
ン
グ
病

•
先
端
巨
大
症

●
担
　
当　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院

　

内
分
泌
代
謝
科　

永
島　

秀
一　

医
師

  【
第
20
回
　
消
化
器
系
疾
患（
難
治
性
炎

　
症
性
腸
管
障
害
）】

●
日
　
時
　
平
成
23
年
１
月
30
日（
日
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
　
所　

と
ち
ぎ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

　

ン
セ
ン
タ
ー　

１
階　

相
談
室

●
対
象
疾
患

•
潰
瘍
性
大
腸
炎

•
ク
ロ
ー
ン
病

●
担
　
当
　
自
治
医
科
大
学
附
属
病
院

　

消
化
器
内
科　

新
畑　

博
英　

医
師

　

栄
養
部　

村
越　

美
穂　

栄
養
士

●
申
込
方
法

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。事
前
に
と
ち
ぎ

　

難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
電
話
で

　

申
し
込
み
。

・
受
付
時
間　

月
〜
金
曜
日

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

午
後
１
時
〜
４
時

■
予
約
先
・
問
い
合
わ
せ

　

と
ち
ぎ
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

０
２
８（
６
２
３
）６
１
１
３

  〈
問
い
合
わ
せ
の
み
〉

　

市
健
康
政
策
課
成
人
健
康
係

　
　
　
（
２
３
）７
６
０
１

●
日
　
時
　
12
月
24
日（
金
）

　

午
後
１
時
〜
３
時

※
完
全
予
約
制
に
よ
り
、
事
前
の
電
話
予

　

約
が
必
要
で
す
。予
約
の
際
、
保
健
師
に

　

よ
る
相
談
概
要
の
確
認
、
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

受
診
の
要
否
の
確
認
が
あ
り
ま
す
。

●
場
　
所　

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者

・
精
神
疾
患
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
方

・
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
の
こ
と
で
悩
ん
で

　

い
る
方

・
認
知
症
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
方

・
人
と
の
関
わ
り
方
で
悩
ん
で
い
る
方

　
（
家
庭
、職
場
、近
隣
な
ど
）

・
思
春
期
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
方
（
不

　

登
校
、
性
の
悩
み
、
家
庭
内
暴
力
、
拒
食

　

過
食
な
ど
）

・
身
近
な
方
を
亡
く
さ
れ
悩
ん
で
い
る
方

・
こ
れ
ら
の
方
の
ご
家
族
で
悩
ん
で
い
る
方

●
相
談
担
当
者　

精
神
科
医
師
、保
健
師

●
そ
の
他
　
保
健
師
に
よ
る
相
談
は
随
時

　

実
施
し
て
い
ま
す
。事
前
に
電
話
予
約

　

が
必
要
で
す
。

■
予
約
先
・
問
い
合
わ
せ

　

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

健
康
支
援
課　

精
神
保
健
福
祉
担
当

　
　
　
（
２
２
）２
２
５
９

と
ち
ぎ
難
病
支
援
セ
ン
タ
ー

医
療
相
談

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

精
神
保
健
福
祉
ク
リ
ニ
ッ
ク

日　時 場　所
12月16日(木)
9:30～11:00

内　容
黒羽
保健センター

身長と体重測定
育児相談

持ち物
母子健康手帳
(親子健康手帳)

保健センターの教室・相談保健センターの教室・相談保健センターの教室・相談
乳幼児健康相談

日　時 場　所
12月17日(金)
9:30～11:30

内　容
大田原
保健センター

講話・集団指導
(親子のスキンシップ)

持ち物
母子健康手帳
(親子健康手帳)

日　時 場　所
12月22日(水)
10:00～11:30

内　容
大田原
保健センター

講話・実習
(デモンストレーション)

持ち物
母子健康手帳
(親子健康手帳)

すくすく教室

◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆

◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆  ・  ◆

※要電話予約

日　時 場　所
12月21日(火)
9:30～11:30

内　容

大田原保健センター 与一いきいき体操ほか

おたっしゃクラブ

黒羽
保健センター

日　時 場　所
12月17日(金)
9:15～11:30

正しいウオーキングの
方法・ストレッチほか

健康ウオーキング

もぐもぐごっくん教室 ※要電話予約

■問い合わせ　こども課母子健康係　　(２３)８６３４

内　容 持ち物
飲み物･
帽子･タオル

■問い合わせ　高齢いきがい課介護予防係　　(２３)８９１７

■問い合わせ　健康政策課成人健康係　　(２３)７６０１
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●
日
　
時　

１
月
21
日（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
　
所

　

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容

　

講
話「
家
族
の
気
持
ち
を
話
し
て
み
よ
う
」

●
講
　
師　

精
神
保
健
福
祉
士

●
対
　
象　

心
の
病
を
持
つ
方
の
家
族

●
申
込
方
法

　

事
前
に
県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で

　

電
話
で
申
し
込
み
。

■
問
い
合
わ
せ

　

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

健
康
支
援
課　

精
神
保
健
福
祉
担
当

　
　
　
（
２
２
）２
２
５
９

心
の
病
を
理
解
す
る
た
め
の

家
庭
教
室
の
ご
案
内

■問い合わせ   こども課子育て支援係   　（２３    ）８９３２

子育てサロン

つどいの広場

子育て支援センター

■問い合わせ   こども課子育て支援係   　（２３    ）８９３２

木曜日
休館：12/23、12/30

火･木･金・第２土曜日
休館：12/23、12/28、
12/30、12/31

火曜日
休館：12/28

子育てサロン かねだ
(金田北地区公民館)

子育てサロン のざき
(うすばアットホーム)

月･水･金・第３土曜日
休館：12/29、12/31

つどいの広場 県北体育館
(県北体育館幼児体育室)

つどいの広場 さくやま
(旧さくやま保育園)

　赤ちゃんから就園前までのお子さんと保護者の交
流の場です。

　就園前のお子さんと保護者が交流を図りながら育
児相談などを行うための場です。

　親子交流の場の提供や子育ての悩みに関する相談
・適切なアドバイスを行います。
※電話相談も受け付けております。

月・水曜日
休館：12/29

子育てサロン かわにし
(川西高齢者ほほえみセンター)

しんとみ子育て支援センター
(しんとみ保育園)　　(２２)５５７７

すみよし子育て支援センター
(子育てプラザ館)　　(２３)８７２８

ゆづかみ子育て支援センター
(ゆづかみ保育園)　　(９８)３８８１
くろばね子育て支援センター
(くろばね保育園)　　(５９)１０７７

開設日
毎週 月～金曜日
休館：12/23、12/29
12/30、12/31

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

【お願い】施設の利用にあたっては、ケガや事故防止　
のため、お子さんから目を離さないようお願いします。

★開設時間  9:00～12:00

★開設時間  9:00～14:00

★開設時間  9:00～12:00
　　　　　13:00～16:00

子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報

振り込め詐欺にご注意ください

　過去２年以内の国民年金加入期間のうち、
保険料納付の確認ができない期間がある場
合、次の受託事業者から、電話・文書・戸
別訪問などで、納付のご案内をさせていた
だく場合があります。
　この民間委託は、従来、国が行っていた
国民年金保険料の収納業務の一部を民間委
託することにより、低コストでより良い
サービスの提供を目指しているものです。

＜受託事業者＞（平成22年12月1日現在）
　　㈱アイヴィジット
　　　東京都豊島区北大塚１－１３－４
　　　日本生命大塚ビル６Ｆ
　　　　　０１２０－９５７－５０５
　　　　   （フリーダイヤル）
　　　　　０３－３５７６－０３４０

●受託事業者が電話で納付のご案内を行う
　場合は、お客様の納付状況を確認しながら、
　厚生労働省(日本年金機構)が発行する納
　付書により、最寄りの金融機関やコンビ
　ニエンスストアなどで保険料を納めてい
　ただくよう依頼します。
　このため、銀行の口座番号を指定し、Ａ
　ＴＭの操作により保険料の振り込みをお
　願いすることはありません。

●受託事業者の｢納付督励員｣が訪問して保
　険料をお預かりする場合、身分証(納付督
　励員証明書)を提示し、厚生労働省(日本
　年金機構)が発行する納付書をお持ちの方
　に限り、保険料をお預かりすることが可
　能となっています。
　納付書をお持ちでない方から、保険料を
　お預かりすることは決してありません。

●不審な電話には、すぐに返事をせず、大
　田原年金事務所までご相談ください。

■問い合わせ
　大田原年金事務所国民年金事業課
　　　（２２）６３１３
　市国保年金課国民年金係
　　　（２３）８９２８

日本年金機構では
国民年金保険料の納付のご案内について
民間委託を実施しています

国民年金からのお知らせ国民年金からのお知らせ
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黒
羽
芭
蕉
の
館
臨
時
休
館

市
民
ス
キ
ー
大
会
参
加
者
募
集

と
う
が
ら
し
を
使
っ
た「
フ
ラ
ワ
ー

デ
ザ
イ
ン
教
室
」参
加
者
募
集

生
涯
学
習
情
報
誌「
学
び
ガ

イ
ド
」を
ご
活
用
く
だ
さ
い

●
日
　
時　

平
成
23
年
２
月
13
日（
日
）

　

午
前
８
時
受
付
開
始

●
場
　
所　

会
津
高
原
高
畑
ス
キ
ー
場

　
（
現
地
集
合
）

●
種
　
目

　

Ｇ
Ｓ
Ｌ（
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
）

・
一
般
男
子
１
部（
29
歳
以
下
）

・
一
般
男
子
２
部（
30
歳
〜
35
歳
）

・
一
般
男
子
３
部（
36
歳
〜
39
歳
）

・
一
般
男
子
４
部（
40
歳
〜
49
歳
）

・
一
般
男
子
５
部（
50
歳
〜
55
歳
）

・
一
般
男
子
６
部（
56
歳
以
上
）

・
一
般
女
子
の
部（
制
限
な
し
）

・
小
学
生
男
子（
低
学
年
）の
部（
〜
４
年

　

生
）

・
小
学
生
男
子（
高
学
年
）の
部（
５
・
６

　

年
生
）

・
小
学
生
女
子（
低
学
年
）の
部（
〜
４
年

　

生
）

・
小
学
生
女
子（
高
学
年
）の
部（
５
・
６

　

年
生
）

・
中
学
生
男
子
の
部

・
中
学
生
女
子
の
部

※
年
齢
は
大
会
当
日
の
満
年
齢
で
す
。た

　

だ
し
、
エ
ン
ト
リ
ー
会
議
後
に
、
参
加
者

　

の
年
齢
構
成
に
よ
り
、
若
干
の
ク
ラ
ス

　

編
成
の
見
直
し
を
行
う
予
定
で
す
。

●
参
加
資
格　

市
内
在
住
・
勤
務
の
方
ま

　

た
は
大
田
原
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
員

●
参
加
料

・
一
般　

１
０
０
０
円

・
小
、中
学
生　

８
０
０
円

●
交
通
手
段　

現
地
集
合
。た
だ
し
、
小
中

　

学
生
に
つ
い
て
は
、
バ
ス
に
よ
る
送
迎

　

も
可
能

※
詳
細
は
市
体
育
協
会
ス
キ
ー
部
ま
で
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法　

平
成
23
年
１
月
23
日（
日
）

　

午
後
５
時
ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て

　

次
の
と
こ
ろ
ま
で
申
し
込
み
。

・
太
陽
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
（
２
２
）５
４
９
５

・
奈
良
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
（
２
２
）２
６
７
０

●
主
　
催　

大
田
原
市
体
育
協
会
ス
キ
ー
部

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
体
育
協
会
ス
キ
ー
部

　
　
　
（
２
２
）５
４
９
５

　

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

　

本
市
で
は
、
平
成
13
年
３
月
に
生
涯
学

習
都
市
を
宣
言
し
、
生
涯
学
習
推
進
計
画

「
輝
き
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
市
民
の
皆
様

の
だ
れ
も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
生

涯
学
習
に
取
り
組
み
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
市
で
は
毎
年
生
涯

学
習
情
報
誌
「
学
び
ガ
イ
ド
」
を
発
行
し
て

い
ま
す
。こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
生
涯
学

習
関
連
の
講
座
・
教
室
・
イ
ベ
ン
ト
の
情

報
を
分
野
別
に
紹
介
す
る
ほ
か
、
学
習
施

設
の
概
要
に
つ
い
て
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
「
学
び
ガ
イ
ド
」
は
、
市
内
の
地
区
公
民

館
、
生
涯
学
習
課
等
に
備
え
て
あ
り
自
由

に
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
大
田
原
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
何
か
学
び
た
い
時
、
始
め
た

い
時
な
ど
必
要
な
情
報
を
探
す
た
め
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
５

●
日
　
時　

12
月
16
日（
木
）

  〈
昼
の
部
〉午
前
10
時
〜
正
午

  〈
夜
の
部
〉午
後
６
時
〜
８
時

●
場
　
所

　

栃
木
県
立
県
北
体
育
館
１
階
研
修
室
Ｂ

●
内
　
容　

と
う
が
ら
し
を
使
い
、
ク
リ

　

ス
マ
ス
や
お
正
月
に
飾
れ
る
オ
ブ
ジ
ェ

　

を
作
り
ま
す
。

●
講
　
師

　

大
石　

す
み
子　

氏（
す
み
工
房
代
表
）

●
定
　
員　

昼
の
部
、
夜
の
部
と
も
各
25

　

名（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

●
受
講
料　

１
名
２
０
０
０
円

　
（
材
料
費
な
ど
）

●
申
込
方
法

　

12
月
６
日（
月
）〜
10
日（
金
）午
前
８
時

　

30
分
〜
午
後
５
時（
土
・
日
を
除
く
）に
、

　

左
記
の
協
議
会
ま
で
電
話
で
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
と
う
が
ら
し
の
郷
づ
く
り

　

推
進
協
議
会（
大
田
原
商
工
会
議
所
内
）

　
　
　
（
２
２
）２
２
７
３

　

現
在
開
催
中
の
企
画
展
「
黒
羽
藩
主
大

関
家
文
書
の
世
界
」は
、
12
月
12
日（
日
）に

終
了
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
常
設
展
「
黒
羽
藩
（
大
関

氏
）の
政
治
と
文
化
」
に
展
示
替
え
を
す
る

た
め
、
次
の
と
お
り
休
館
と
な
り
ま
す
の

で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
休
館
日

　

12
月
13
日（
月
）　

通
常
の
休
館
日

　

12
月
14
日（
火
）　

臨
時
休
館
日

●
そ
の
他

　

企
画
展
の
図
録
は
、
会
期
終
了
後
も
黒

　

羽
芭
蕉
の
館
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

・
１
冊　

１
２
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
芭
蕉
の
館

　
　
　
（
５
４
）４
１
５
１

クリスマスオブジェ
（写真は完成イメージです）
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県
民
手
帳
の
販
売
に
つ
い
て

畜
産
関
係
の
市
補
助
金
の
案
内

親
子
で
味
噌
づ
く
り
体
験
教
室

参
加
者
募
集

自
然
観
察
会「
山
の
材
料
で
リ
ー

ス
を
作
ろ
う
」参
加
者
募
集

●
日
　
時　

12
月
19
日（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

●
場
　
所　

ふ
れ
あ
い
の
丘　

大
工
房

●
内
　
容　

ふ
れ
あ
い
の
丘
観
察
林
に
あ

　

る
自
然
の
材
料
を
使
い
、
親
子
で
オ
リ

　

ジ
ナ
ル
の
リ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。

●
定
　
員　

親
子
20
組

●
参
加
費　

無
料

●
持
参
す
る
も
の

　
木
バ
サ
ミ
や

　

ペ
ン
チ
、飾
り

　

付
け
た
い
物

　

な
ど
が
あ
る

　

方
は
お
持
ち

　

く
だ
さ
い
。

※
事
務
局
に
も
用
意
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
方
法　

12
月
17
日
（
金
）
ま
で
に
ふ

　

れ
あ
い
の
丘
ま
で
電
話
で
申
し
込
み
。

　

先
着
順
に
受
け
付
け
、
定
員
に
な
り
次

　

第
締
め
切
り
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
の
丘
事
務
局

　
　
　
（
２
８
）３
１
３
１

●
日
　
時　

平
成
23
年
１
月
22
日（
土
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
　
所　

親
園
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
（
親
園
地
区
公
民
館
）

●
内
　
容

・
親
子
協
力
し

　

て
味
噌
を
仕

　

込
ん
で
も
ら

　

い
、仕
込
ん
だ

　

味
噌
５
㎏
は

　

自
宅
に
持
ち

　

帰
り
。

・
当
日
は
、味
噌

　

お
に
ぎ
り
、
け
ん
ち
ん
汁
の
昼
食
も
あ
り

　

ま
す
。

●
対
象
・
定
員　

市
内
在
住
の
親
子
10
組

●
費
　
用　

２
０
０
０
円（
材
料
費
）

●
持
参
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾

●
申
込
方
法　

平
成
23
年
１
月
７
日（
金
）

　

ま
で
に
、
農
政
課
農
政
係
ま
で
電
話
で

　

申
し
込
み
。
　
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

●
主
　
催

　

大
田
原
市
農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

農
政
課
農
政
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
８

　

県
民
手
帳
の
販
売
は
、
大
田
原
市
役
所

（
本
庁
舎
３
階
、
企
画
政
策
課
）、
各
支
所
、

各
出
張
所
、
市
内
各
書
店
で
本
年
12
月
初

旬
か
ら
販
売
を
す
る
予
定
で
す
。

※
販
売
の
な
い
書
店
も
あ
り
ま
す
の
で

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

企
画
政
策
課
統
計
係

　
　
　
（
２
３
）１
９
５
１

　

畜
産
関
係
の
市
補
助
金
に
は
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。希
望
す
る
方
は
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
で
条
件
が
あ
り
、予
算
の
範
囲
内
で

の
補
助
に
な
り
ま
す
。

●
申
請
期
限

　

平
成
23
年
２
月
15
日（
火
）ま
で

■
問
い
合
わ
せ

　

農
政
課
農
産
園
芸
係

　
　
　
（
２
３
）８
２
９
２

自然の素材を使ったリース

味噌づくり体験教室

補助金名称 対象者 補助内容 相談窓口

・環境対策のための給与する微生
　物資材費用の一部補助
・微生物の給与の場合、事業費の２
　分の１、限度額１０万円

・繁殖和牛優良雌牛購入費の一部補助
・1 頭当たり 50 万円を超えた額の３
　分の２に相当する額。ただし、限度額
　15 万円
・受精卵移植により出産した場合
　の経費の一部補助
①市内酪農家と協調して受精卵を
　移植し、出産した場合 1 頭につ
　き 4 万円
②市外酪農家または自己所有繁殖
　和牛に受精卵を移植し、出産した
　場合 1 頭につき 1 万 5 千円

・乳用基礎雌牛購入費用の一部補助
・1 頭当たり 55 万円を超えた額の
　３分の２に相当する額。ただし、限
　度額 15 万円

放牧費補助金 畜産
農家

・公共牧場に牛を放牧した費用の一
　部補助
・1 日当たり 50 円、限度額 8,550 円

・各所属酪農協
・大田原市大野放牧場
   利用者は利用組合長

・市農政課

・JAなすの各営農経済
  センター畜産担当
・市農政課

・JAなすの各営農経済
  センター畜産担当
・市農政課

・各所属酪農協
・市農政課

和牛
農家

畜産環境保全対策
事業費補助金

畜産
農家

繁殖和牛優良雌牛
導入事業費補助金

繁殖和牛受精卵移
植奨励事業費補助
金

和牛
農家

乳用基礎雌牛導入
事業費補助金 酪農家
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市
で
は
栃
木
県
と
の
協
働
に
よ
り
、
納

税
の
公
平
と
税
収
の
確
保
を
図
る
た
め
、

年
末
の
11
月
・
12
月
を
「
市
町
村
税
徴
収

強
化
月
間
」
と
し
て
全
県
下
一
斉
に
徴
収

の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
か
ら
、
三
位
一
体
の
改
革

に
よ
り
、
国
か
ら
地
方
自
治
体
へ
の
補
助

や
負
担
金
が
削
減
さ
れ
、
そ
の
削
減
分
の

対
策
と
し
て
、
所
得
税
と
住
民
税（
地
方
税
）

の
税
率
が
見
直
さ
れ
、
所
得
税
率
を
引
き

下
げ
る
一
方
、
住
民
税（
地
方
税
）の
税
率

が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
　

　

し
か
し
、
財
源
で
は
な
く
税
源
の
移
譲

な
の
で
、
住
民
税
の
収
入
率
が
低
い
と
市

の
歳
入
は
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
大
田
原
市
の
予
算
に
占

め
る
市
町
村
税
の
割
合
が
大
き
く
な
っ
た

こ
と
を
意
味
し
、
税
収
が
確
保
で
き
な
い

場
合
、
予
定
し
て
い
た
事
業
が
行
え
な
く

な
っ
た
り
、
必
要
な
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

支
障
を
き
た
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
な
役
割

を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
で
は
な
く
、
納
税
者
で
あ
る
皆
さ
ん

が
自
分
た
ち
の
市
を
支
え
て
い
く
こ
と
に

な
る
の
で
す
。

　　

期
限
を
過
ぎ
て
も
税
の
納
付
が
な
い
場

合
は
財
産
の
滞
納
処
分
（
差
押
・
公
売
な

ど
）を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

差
押
財
産
の
調
査
の
た
め
、
滞
納
者
の

住
居
や
事
業
所
の
捜
索
、
自
動
車
差
押
の

た
め
の
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

滞
納
処
分
の
対
象
と
な
ら
な
い
よ
う
、

皆
さ
ん
の
自
主
的
な
納
税
を
お
願
い
し
ま

す
。

①
納
税
相
談　

市
町
村
税
を
納
期
限
内
に

　

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
相
談
を
受

　

け
付
け
て
い
ま
す
。

②
納
税
催
告　

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付

　

が
な
い
方
に
対
し
、
督
促
状
・
催
告
書

　

な
ど
の
送
付
、
電
話
催
告
、
自
宅
訪
問
、

　

勤
務
先
訪
問
を
行
い
ま
す
。　
　
　
　

③
財
産
調
査　

滞
納
者
の
財
産
に
つ
い
て

　

官
公
署
、
金
融
機
関
、
保
険
会
社
、
通

　

信
機
関
な
ど
に
対
し
調
査
を
行
い
ま
す
。

④
給
与
調
査　

滞
納
者
の
給
与
を
差
押
す

　

る
た
め
、
勤
務
先
に
対
し
給
与
の
調
査

　

を
行
い
ま
す
。

⑤
差
押
処
分　

不
動
産
・
預
貯
金
や
生
命

　

保
険
、
給
与
の
ほ
か
、
自
動
車
な
ど
の

　

差
押
を
行
い
ま
す
。

　

差
押
後
も
納
付
さ
れ
な
い
場
合
、
差
押

　

財
産
の
公
売
・
取
立
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

収
税
課
徴
収
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
３

●日　時
　平成23年1月22日(土)
　午後１時30分開場
　午後２時開演
●場　所
　大田原市ピアートホール
●内　容
　俳優・風間杜夫が聴かせる
　落語＆トークショー。ドラ
　マ・舞台で磨かれた表現力
　は必見です!!
●入場料
　2,000円(全席指定)
●チケット発売開始
　12月16日(木)　午前10時～
●プレイガイド
　大田原市ピアートホール、ハートブックス本店・な
　すの店、弓座呉服店、商美社、キャプテンハウスお
　おもり(以上、大田原市)、ミモリレコード、上野楽
　器(以上、那須塩原市)、金子書店(那須町)
●電話予約
　12月16日(木)　午後３時　受付開始
　窓口優先のため完売の折はご了承ください。
■電話予約・問い合わせ
　大田原市ピアートホール
　　　(５９)０８５６

あ
な
た
の
税
が
未
来
を
拓
く

市
町
村
税
徴
収
強
化
月
間

２
０
１
０
冬

◆
全
県
下
一
斉
の
取
組

◆
全
県
下
一
斉
の
取
組

◆
三
位
一
体
改
革
と
税
源
移
譲

◆
三
位
一
体
改
革
と
税
源
移
譲

◆
一
人
ひ
と
り
が
大
田
原
市
を
支
え
る

◆
一
人
ひ
と
り
が
大
田
原
市
を
支
え
る

◆
一
人
ひ
と
り
が
大
田
原
市
を
支
え
る

◆
一
人
ひ
と
り
が
大
田
原
市
を
支
え
る

◆
一
人
ひ
と
り
が
大
田
原
市
を
支
え
る

◆
一
人
ひ
と
り
が
大
田
原
市
を
支
え
る

◆
税
収
確
保
に
向
け
た

　
　
　
　
　
県
や
市
の
取
り
組
み

◆
税
収
確
保
に
向
け
た

　
　
　
　
　
県
や
市
の
取
り
組
み

◆
自
主
的
な
納
付
を
お
願
い
し
ま
す

◆
自
主
的
な
納
付
を
お
願
い
し
ま
す

大田原市ピアートホール公演案内大田原市ピアートホール公演案内

『風間杜夫の落語独演会』『風間杜夫の落語独演会』

●平成 21 年度
　件　　数　　554 件
　換価件数　　504 件
　換価金額　　37,604,463 円

●平成 22 年度(10 月末現在)
　件　　数　　382 件
　換価件数　　376 件
　換価金額　　29,890,822 円

《市税滞納に関する差押の状況》
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図書館・統計

クリスマスシアター

http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/9,421,36,148.html

図書館のホームページ上で蔵書の予約ができます。
詳しくは、各図書館までお問い合わせください。

　男　　３７,４９１人
　女　　３７,９６９人
　計　　７５,４６０人
世帯数　２６,８５５世帯

住民基本台帳人口＋外国人数

統計調査に基づく人口

10月中の異動 (住民基本台帳による)

◆人口の動き(11月1日現在)

　男　　３９,４５０人
　女　　３８,０６７人
　計　　７７,５１７人
世帯数　２８,００４世帯

転入 169 人   転出 175 人 
出生   56 人   死亡   77 人

※「交通事故｣  ｢火災・救急｣
　の(   )内の数字は、平成22
　年１月からの累計です。

救急車の適正利用に
　　　　　ご協力ください

[ 救急出場件数 ]

３件
０件
０件
３件

１５件
０件
７件
２２件

４,６００千円
５１,９３０千円

◆火災･救急 10 月分
[火災発生件数 ]

(　  　　　　)
(　　  　　　)
(　　  　　　)
(　  　　　　)

(　　   　  　　　　  )

建　物
林　野
その他
　計　
損害額

２３９件
１,２２３件
５４６件

　　　　　　　　２,００８件

２６件
１４１件
７１件
 ２３８件

(　  　　　　)
(　　  　　　)
(　  　　　　)
(　  　　　　)

交 通
急 病
その他
　計　

◆交通事故 10 月分
２４６件
１２人
３１４人
１,６７７件

２７件
３人
２５人
 １６３件

(　  　　　　)
(　  　　　　)
(　  　　　　)
(　  　　　　)

人身事故
死　者
負傷者
物件事故

火災発生時の情報をお知らせします
消防署テレフォンサービス消防署テレフォンサービス

●日　時
　12月14日(火)   午前9時30分～10時30分
●電話番号
　０１２０ －１８８９１１
※指定日時以外は秘書課でお受けします
　秘書課広報広聴係　　(２３)８７００

（フリーダイヤル）

　津久井市長が、皆さんからの
ご意見・ご要望をお聞きします。

(98)7037

●日時  12月12日(日)　午前11時～正午
●会場  ２階  視聴覚室
●出演  おはなし会コアラのみなさん
●内容  絵本の読み聞かせ ･ 紙しばい ･
　人形劇･ブラックパネルシアターなど

(59)0855
開館  平　日 9:30～18:30
時間  土日祝 9:30～17:30

コアラクリスマス会

開館  平　日 9:00～17:00
時間  土日祝 9:00～17:00

●日時  12月19日(日)
　平成23年１月９日(日)、16日(日)
　午後２時～３時
●会場  １階  児童クラブ室
●出演  ピノキオ会員のみなさん
●内容  絵本の読み聞かせ ･ 紙しばい ･
　工作など

ピノキオおはなし会

(23)4560
開館  平　日 9:30～18:30
時間  土日祝 9:30～17:30

●日時  １月８日(土)　午後２時～３時
●会場  １階  児童クラブ室
●出演  ガールスカウトのみなさん
●内容  ブックトーク･紙しばい･工作など

こどものつどい

(10/1～3/31)

　館内蔵書点検のため、
12月14日(火)から12月16
日(木)まで、臨時休館い
たします。
　ご不便をおかけします
が、ご理解とご協力をお
願いいたします。

★大田原図書館
★湯津上庁舎図書室

12月の
図書館カレンダー
12月の
図書館カレンダー

水
１
８
15
22
29

木
２
９
16
23
30

日

５
12
19
26

火

7
14
21
28

休館日休館日

土
４
11
18
25

月

６
13
20
27

金
３
10
17
24
31

★黒羽図書館

水
１
８
15
22
29

木
２
９
16
23
30

日

５
12
19
26

火

7
14
21
28

土
４
11
18
25

月

６
13
20
27

金
３
10
17
24
31

●日時  12月18日(土)　午前10時～11時
●会場  湯津上庁舎２階  多目的ホール
●出演  おはなし会トトロのみなさん
●内容  ブラックボードシアター ･
　紙しばいなど

大田原図書館および
湯津上庁舎図書室
臨時休館のお知らせ

大田原図書館および
湯津上庁舎図書室
臨時休館のお知らせ

年末年始休館のおしらせ年末年始休館のおしらせ

　12月30日(木)から１月
３日(月)まで、全館休館
となります。
　返却は返却ボックスに
お願いいたします。

※住民基本台帳人口
　日本国籍を有する者で、国内の
市町村に住所を定めている者とし
て、当該市町村の住民基本台帳に
記載されている者の数およびそれ
らの者が構成している世帯の数。
※統計調査に基づく人口
　国勢調査を基に推計した人口。

国民の祝日には
国旗を掲揚
しましょう
　国旗セット購入のお
問い合わせは総務課総
務防災係まで｡
　見本もございます。

■問い合わせ
　総務課総務防災係
　　  　(２３)１１１１

もしもし 市長さんもしもし 市長さんもしもし 市長さん
お気軽にお電話ください
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ハーモニーホール

藤本美玲
(ピアノ)

吉成律子
(フルート)

藤本美玲
(ピアノ)

吉成律子
(フルート)

須藤梨菜
(ピアノ)
須藤梨菜
(ピアノ)

寺田功治
(バリトン)
寺田功治
(バリトン)

福田菜季
(ソプラノ)

髙田正人
(テノール)

日原大朗
(バリトン)
日原大朗
(バリトン)

福田菜季
(ソプラノ)

髙田正人
(テノール)

チケット好評発売中!チケット好評発売中!

まもなく公演まもなく公演

　12月29日(水)から１月３日(月)の６日間は、年末
年始のため休館いたします。
　チケット販売、ホール貸館などの業務もお休みさ
せていただきます。
　何かとご不便をおかけいたしますが、ご理解、ご協
力くださいますようお願い申し上げます。

12月23日(木・祝)
午後６時開演／大ホール

●白鷗大学ハンドベル・クワイア・
　クリスマスコンサート
●白鷗大学ハンドベル・クワイア・
　クリスマスコンサート

高校生以上  1,000円(友の会  900円)
子ども(３歳～中学生)  500円

【出演】白鷗大学ハンドベル部
【指揮】荒井弘高(白鷗大学教授)
【予定曲目】ホワイト･クリスマス､カリブの海賊 ほか

♪全国でもトップレベルの白鷗大学ハンドベル部。
　美しいベルの音が心を癒すかのように響くステー
　ジをお楽しみください。

白鷗大学ハンドベルクワイア

日時・会場 平成23年１月10日(月・祝)
午後３時開演／大ホール

  
チ ケ ッ ト
全 席 指 定

●スーパー・ライジングスター・
　ニューイヤーコンサート
●スーパー・ライジングスター・
　ニューイヤーコンサート

一般  2,000円(友の会  1,800円)
学生  1,000円

【出演】
  第１部  藤本美玲(ピアノ)、吉成律子(フルート)
　　　　須藤梨菜(ピアノ)、山口真未(ピアノ)
  第２部  日原大朗(バリトン)、福田菜季(ソプラノ)
　　　　髙田正人(テノール)、寺田功治(バリトン)
　　　　御邊典一(ピアノ)

平成23年１月15日(土)
午後３時開演／小ホール

  

●邦楽への誘い●邦楽への誘い

1,000円
(友の会  900円)

【出演】田辺頌山、鈴木恭子 ほか
【共演】大田原女子高等学校筝曲部

友の会優先電話予約　　  12月16日(木) 午前９時～
※電話予約のみ受け付けます｡窓口での予約は行いません｡
チケット発売日　　　　  12月18日(土) 午前９時～
一般電話予約　　　　　  12月20日(月) 午前９時～

《公演チケット発売情報》

日時・会場　　　　平成23年３月27日(日)
午後２時開演／小ホール

●劇団らくりん座公演
　参加劇「ランプルスティルツキン」
●劇団らくりん座公演
　参加劇「ランプルスティルツキン」

一般  1,800円(友の会  1,700円)
３歳～学生  900円

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

日時・会場

チ ケ ッ ト
全 席 自 由

日時・会場

チ ケ ッ ト
全 席 自 由

●ニューイヤーコンサートシリーズ①●ニューイヤーコンサートシリーズ①
期日・会場

時　間

平成23年１月６日(木)
大ホール

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

時　間
チ ケ ッ ト
全 席 指 定

大人  2,000円(友の会  1,800円)
３歳～中学生  500円

第２部  宮川彬良＆アンサンブル・ベガ
ニューイヤー・コンサート
第２部  宮川彬良＆アンサンブル・ベガ
ニューイヤー・コンサート

第１部  宮川彬良＆アンサンブル・ベガ
子どもコンサート
第１部  宮川彬良＆アンサンブル・ベガ
子どもコンサート

午後２時開演
♪子供向けの約１時間のプログラムになります。

Ｓ席  3,000円(友の会  2,700円)
Ａ席  2,000円(友の会  1,800円)
小学生・中学生  1,500円

午後６時開演

※入場は就学
　児以上とさ
　せていただ
　きます。

※入場は３歳以上とさせていただきます。

12月1日(水)～イルミネーション点灯！（17:00～22:00）12月1日(水)～イルミネーション点灯！（17:00～22:00）

♪昨年に引き続き、地元ゆかりの若手アーティス
　トが集合する初夢コンサート。

年末年始の休館のお知らせ

宮川彬良宮川彬良アンサンブルベガアンサンブルベガ

○ OFFICE  VEGA○ OFFICE  VEGAＣ

田辺頌山田辺頌山鈴木恭子鈴木恭子
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『広報おおたわら』に掲載の写真をご希望の方は秘書課広報広聴係
　   （２３）８７００までご連絡ください。

第15回
那須地区郷土芸能
フェスティバル

第15回
那須地区郷土芸能
フェスティバル

10月23日・24日  勤総展
（大田原市勤労者総合福祉センター）

市勤労者総合福祉センター主催講座の受講生や
同センターを利用する自主活動グループなどに
所属する市民の作品展が開催されました。屋外
では、両郷産の野菜直売および、今年から新た
に焼きそば・玉こんにゃくなどの販売も行われ、
たくさんの来場者でにぎわいました。

10月９日～11月14日 
 特別企画展｢那須家の芸術と学問｣

（那須与一伝承館）  
江戸時代に文化・芸術面で深い造詣を示した
那須資明・資礼・資興三代の作品を中心に、
那須家の文芸活動について紹介する特別企画
展が開催されました。個人蔵の琵琶銘｢鳴滝｣
(旧銘｢松風｣)や弘前市立図書館蔵『平曲古今譚』
など、貴重な資料が展示されるとあって、期
間中、市内外から1,648名が来場し、那須家の
歴史と芸術を堪能しました。

すけあきら すけひろ すけおき

び 　わ   め い      なる  たき

きゅうめ い    まつかぜ へいきょく   こ    きん たん

那須地区に伝わる伝統芸能を保存・継承してい
る団体が一堂に会し、代々受け継いできた神楽
(かぐら)やお囃子(はやし)などを披露しました。
大田原市からは４団体が参加し、古式ゆかしい
舞や音色で観客を魅了しました。

那須神社獅子舞保存会(南金丸) 那須神社獅子舞保存会(南金丸) 那須神社永代々神楽保存会(南金丸) 那須神社永代々神楽保存会(南金丸) 

蛭田結社お囃子会(蛭田) 蛭田結社お囃子会(蛭田) 黒羽高等学校黒羽太鼓同好会(前田) 黒羽高等学校黒羽太鼓同好会(前田) 
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